
京

都

学

派

の

哲

学

史

的

洞

察

西
谷
啓
治
の
卒
業
論
文
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
的
観
念
論
と

―

―

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
」
に
つ
い
て

浅
沼

光
樹

第
一
章

問
題
の
設
定

一
・
一

最
初
期
の
思
索
の
圏
域

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
一
部
・
第
二
部

一
九
〇
〇

明
治
三
三

年
二
月
二
七
日

一
九
九
〇

平

西
谷
啓
治
（

（

）

（

－

の
最
初
の
公
刊
著
作
は
『
根
源
的
主
体
性

成
二
）
年
一
一
月
二
四
日
）

』

。

、

の
哲
学

で
あ
る

こ
の
著
作
に
は

（

（

）

）

一
九
四
〇

昭
和
一
五

年

（
昭
和
三
）

（
昭
和
一
五
）

西
谷
が
一
九
二
八

年
一
月
か
ら
一
九
四
〇

第

年
三
月
に
か
け
て
執
筆
し
た
論
考
が

そ
の
主
題
に
応
じ
て
二
部

、

（
、

一
部

宗
教
と
文
化

第
二
部

歴
史
と
自
然

「

」
、

「

」
）
に
分
か
た
れ
な
が
ら

全
体
と
し
て
は
「
ほ
ぼ
、
近
頃
の
も
の
か
ら
以
前
の
も
の
へ
と
い
ふ

順
に
随
っ
て
」
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
集
は
「
苦
渋
な
模
索

(

一)

の
時
期
」
と
し
て
回
顧
さ
れ
て
い
る
西
谷
の
三
十
代
の
思
索
の
総
決

(

二)

算
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
立
し
た
思
想
家
と
し
て
の
西
谷
の
独
自
な

立
場

そ
れ
は
「
脱
底
の
自
覚
」
に
基
づ
く
「
新
し
い
主
体
性
」

―

の
立
場
と
呼
ば
れ
て
い
る

を
初
め
て
確
立
し
た
も
の
と
一
般
に

―

(

三)

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(

四)
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「
神
秘
思
想
史
」

昭

し
か
し

根
源
的
主
体
性
の
哲
学

に
先
立
っ
て

一
九
三
二

『

』

、

（

年
二
月
に
、
西
谷
は
長
編
の
論
文
「
神
秘
思
想
史
」
を
公
表

和
七
）

（
問
題
史

し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
『
岩
波
講
座
・
哲
学
』
第
五
巻

）

（

）

的
哲
学
史
二

昭
和
四

に
掲
載
さ
れ
た
が

そ
の
一
部
に
一
九
二
九

、

（
原
題
「
プ
ロ
チ
ン
の

年
に
発
表
さ
れ
た
「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
哲
学
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
、
そ
の
成
立

哲
学

）
」

時
期
は
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
に
載
録
さ
れ
て
い
る
最
初
期
の

論
文
の
起
草
時
期
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

「
神
秘

。

思
想
史
」
は
、
西
谷
を
学
会
に
お
い
て
有
名
に
し
た
「
出
世
作
」
で

(

五)

あ
り

「
内
容
的
な
ま
と
ま
り
か
ら
言
っ
て
も
、
ま
た
量
的
な
大
き

、

さ
か
ら
見
て
も
、
著
者
の
本
格
的
な
著
作
と
称
し
て
も
よ
い
最
初
の

も
の
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

(

六)

論
考
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
西
洋
神
秘
主
義
に
つ
い
て
の
西
谷
の
理

解
が
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
に
お
い
て
確
立
さ
れ
る
彼
の
独
自

な
哲
学
的
立
場
の
成
立
に
「
大
き
な
影
響
」
を
与
え
、
さ
ら
に
ま
た

(

七)

そ
の
「
原
理
的
な
立
脚
地
」
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば

「
神

、

(

八)

秘
思
想
史
」
は
初
期
の
著
述
で
は
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
に
準

ず
る
重
要
性
を
有
し
て
い
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究

と
こ
ろ
で
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
の
緒
言
に
は
「
本
書
に
は

著
者
が
こ
の
十
年
間
種
々
の
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
の
う
ち
、
思
想

史
的
研
究
に
属
す
る
も
の
及
び
一
二
将
来
の
改
稿
の
た
め
に
残
し
た

も
の
以
外
の
す
べ
て
の
論
文
を
収
め
た
」
と
あ
る

「
思
想
史
的
研

。

(

九)

究
に
属
す
る
も
の
及
び
一
二
将
来
の
改
稿
の
た
め
に
残
し
た
も
の
」

と
い
う
こ
と
で
具
体
的
に
何
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
俄
か

に
詳
ら
か
に
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一

九
三
三

年
と
一
九
三
五

年
に
雑
誌
『
哲
学

（
昭
和
八
）

（
昭
和
一
〇
）

研
究
』
に
都
合
四
回
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究

（

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
感
性
論

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
の
概
念
、

「

―

」「

、

一

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
構
想
論

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
の
概
念

―

が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

二

）
」

(

一
〇)

の
論
考
は
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
加
筆
・
訂
正
さ
れ
、
ま
た
増
補

（
一

さ
れ
て
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
攷
』
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
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。
し
か
し
そ
の
原
型
を
な
し
て
い
る

九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
）

二
つ
の
論
文
が

神
秘
思
想
史

に
引
き
続
い
て

将
来

根

―

―

「

」

『

源
的
主
体
性
の
哲
学
』
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
諸
論
考
の
執
筆
と

平
行
し
な
が
ら
構
想
・
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
無
視
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

(

一
一)

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
三
部

さ
ら
に
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
の
緒
言
に
は
「
な
ほ
、
こ
こ

に
収
め
ら
れ
た
以
前
の
も
の
も
、
適
当
な
機
会
に
、
第
三
部
『
思
惟

と
意
志
』
と
し
て
別
冊
に
し
て
公
に
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
」
と
記

(

一
二)

さ
れ
て
い
る

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
三
部
に
は

『
根
源
的

。

、

主
体
性
の
哲
学
』
第
一
部
お
よ
び
第
二
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
論

考
に
先
立
っ
て
、
つ
ま
り
一
九
二
四

年
か
ら
一
九
二

（
大
正
一
三
）

八

年
に
か
け
て
、
既
に
公
表
さ
れ
て
い
た
五
篇
の
論
考

（
昭
和
三
）

が
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
適
当
な
機
会
」
は
直

、

『

』

ち
に
は
訪
れ
ず

出
版
の
機
会
が
巡
っ
て
来
た
の
は
漸
く

著
作
集

の
刊
行
に
際
し
て
で
あ
っ
た
。
現
在
は
こ
の
五
篇
の
論
文
に
、
著
者

『

』

本
人
の
指
示
に
よ
っ
て
一
九
三
五

年
に
雑
誌

思
想

（

）

昭
和
一
〇

に
連
載
さ
れ
た
「
宗
教
的
実
存
の
弁
証
法
」
が
添
加
さ
れ

『
西
谷

、

啓
治
著
作
集
』
第
二
巻
「
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
・
続
」
に
「
根
源

的
主
体
性
の
哲
学
・
第
三
部
・
思
惟
と
意
志
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る

。

（
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
一
月
刊
）

『

』

、

、

、

こ
の
よ
う
に

根
源
的
主
体
性
の
哲
学

は

第
一
部

第
二
部

、

。

第
三
部
と
進
行
す
る
に
つ
れ
て

逆
に
成
立
の
時
期
が
次
第
に
遡
る

こ
の
進
行
が
西
谷
の
思
索
の
「
出
立
点
」
へ
向
け
て
の
遡
行
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
本
来
第
三
部
を
構
成
す
べ
き
で
あ
っ
た
五
篇
の
論

文
と
共
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
出
立
点
」
の
最
も

近
く
に
位
置
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

「
思
惟

。

と
意
志
」
所
収
の
論
考
は
発
表
順
で
は
な
く
、
成
立
年
代
順
に
載
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

「
出
立
点
」
と
い
う
観
点
を
厳
守
す
る
限

、

り
、
第
一
論
文
「
悪
の
問
題
に
就
い
て
」
に
は
当
然
な
が
ら
、
特
別

な
意
義
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
こ
の
論
文
は
、

そ
の
末
尾
に
一
九
二
三

年
二
月
二
四
日
と
記
さ
れ
て

（
大
正
一
二
）

い
る
よ
う
に
、
大
学
の
二
回
生
か
ら
三
回
生
に
進
級
す
る
折
り
に
、

師
で
あ
る
西
田
幾
多
郎
の
特
殊
講
義

の
為
に
、
西
谷
が

（
演
習
？
）

提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
基
に
な
っ
て
お
り
、
西
谷
の
い
わ
ば
「
処
女

論
文
」
な
の
で
あ
る
。

(

一
三)
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「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
的
観
念
論
と

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
」

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
三
部
に
は

第
一
論
文
「
悪
の

―

問
題
に
就
い
て
」
に
続
け
て

第
二
論
文
と
し
て
「
シ
ェ
リ
ン
グ

―

の
同
一
哲
学
と
意
志

実
在
的
な
る
も
の
と
観
念
的
な
る
も
の
」

―

das
R
eale

das

が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
こ
の
論
文
は
「

と

シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
哲
学
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
表

Ideale

―

（
い
ず
れ
も

題
で
雑
誌
『
哲
学
研
究
』
第
一
〇
四
号
、
第
一
〇
五
号

に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
刊
）

し
『
著
作
集
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
著
者
自
身
の
手

に
よ
っ
て
表
題
が
現
在
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
二
論
文

は
、
初
出
の

（
な
い
し
『
哲
学
研
究
』
掲
載
論
文
）

際
に
著
者
が
自
ら
論
文
の
冒
頭
に
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
一

(

一
四)

九
二
四

年
一
月
一
五
日
と
い
う
日
付
け
が
示
唆
し
て

（
大
正
一
三
）

い
る
よ
う
に
、
西
谷
が
一
九
二
四

年
二
月
に
京
都
帝

（
大
正
一
三
）

国
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
的
観

念
論
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
」
の
一
部
で
あ
る
。

、
、

（
一

現
在
、
こ
の
卒
業
論
文
は
『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
十
三
卷

に

『
哲
学
研
究
』
掲
載
論
文
と

九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
一
〇
月
刊
）

、

重
複
し
て
い
る
部
分
を
省
略
す
る
と
い
う
変
則
的
な
形
態
で
収
録
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
初
出
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
西
谷
の
卒
業
論

文
の
全
容
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

西
谷
の
卒
業
論
文
は
、
分
量
の
面
か
ら
見
る
と
、
単
独
の
論
文
と同

し
て
は

彼
の
初
期
の
著
述
の
中
で
は

神
秘
思
想
史

に
次
ぐ

、

「

」

（

膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

時
に
ま
た
そ
れ
に
匹
敵
す
る
）

(

一
五)

『
哲
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
量
的
に
は
卒
業
論
文
の
半

分
に
も
満
た
な
い
。
し
か
も
後
者
は
前
者
を
そ
の
ま
ま
要
約
し
た
も

の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
為
に
、
前
者
は
後
者
か
ら
切
り
出

さ
れ
た
も
の
、
同
一
の
素
材
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

通
読
か
ら
受
け
る
印
象
は
相
互
に
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

確
か
に
元
の
論
文
か
ら
主
に
シ
ェ
リ
ン
グ
を
論
じ
て
い
る
重
要
な
節

が
選
び
出
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
論
文
が
新
た
に
編
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

卒
業
論
文
を
読
ん
だ
こ
と
の

―

な
い
人
に
と
っ
て
は

『
哲
学
研
究
』
掲
載
論
文
か
ら
卒
業
論
文

―

の
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

(

一
六)
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『
哲
学
研
究
』
掲
載
論
文
と
は
別
に

し
た
が
っ
て
ま
た
『
根

―

源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
三
部
と
は
別
に

こ
の
卒
業
論
文
自
体

―

も
、
西
谷
の
最
初
期
の
思
索
圏
を
構
成
す
る
重
要
な
契
機
の
一
つ
に

数
え
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
の
は

今
は
ま

―

だ
深
く
内
容
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
ご
く
一
般
的

な
理
由
の
指
摘
に
終
始
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
が

例
え

―

ば
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
基
く
の
で
あ
る
。

『
シ
ェ
リ
ン
グ
・
自
由
意
志
論
』
と
『
ベ
ル
グ
ソ
ン
』

最
後
に
、
卒
業
論
文
と
同
等
の
重
要
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、

卒
業
論
文
か
ら
直
接
に
派
生
し
て
い
る
二
つ
の
仕
事
も
閑
却
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
二
つ
の
著
作

（

哲
学
と
宗
教

『
人
間
的
自
由
の
本
質

）

（

シ
ェ

『

』
、

』

『

の
全
訳
と
解
説

リ
ン
グ
・
自
由
意
志
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
）

で
あ
り
、
企
画
さ
れ
な
が
ら
結
局
、
執
筆
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
幻
の

(

一
七)

書

《
西
哲
叢
書
》
の
一
冊
『
ベ
ル
グ
ソ
ン
』
で
あ
る
。

、

(

一
八)

一
・
二

卒
業
論
文
の
頃

西
田
幾
多
郎

（
一
九
一
〇
（
明

西
谷
啓
治
は
、
西
田
幾
多
郎
の
京
都
帝
大
時
代に

弟
子
達
の
中
で

治
四
三
）
年
八
月

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
）

－

は
、
後
期
の
弟
子
に
属
す
る
。
西
谷
が
京
大
に
入
学
し
、
西
田
に
師

(

一
九)

事
し
た
時

に
は
、
西
田
は
退
職

（
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
四
月
）

ま
で
約
七
年
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
。

（

）

『

』

善
の
研
究

は
西
田
の
京
大
着
任
後
の
一
九
一
一

明
治
四
四

年
一
月
に

『
思
索
と
体
験
』
は
一
九
一
五

年
三
月
に
公

、

（
大
正
四
）

刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
思
索
と
体
験
』
の
刊
行
に
先
立
っ
て
、
後

に
『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
一
連
の
論

、

。

文
の
連
載
が

一
九
一
三

年
九
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

（

）

大
正
二

、「

」

「

」

こ
の
連
載
は
一
九
一
七

年
五
月
に
完
結
し

序

と

跋

（

）

大
正
六

が
追
加
さ
れ
て
同
年
一
〇
月
に
一
書
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
一
九
二
〇

年
一
月
に
は
『
意
識
の
問
題
』
が
出
版

（
大
正
九
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
西
谷
の
京
大
入
学
の
前
年
で
あ
る
。

（
三
回
生
の
夏
・
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
）

西
谷
の
在
学
中

に
『
芸
術
と
道
徳
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
西
谷
の
京
大
在
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学
期
間
は
『
芸
術
と
道
徳
』
所
収
の
諸
論
考
の
執
筆
・
発
表
の
時
期

（
十
三
篇
の
論
文
中
、
最
初
の
二
篇
を
除
く
、

と
大
体
重
な
っ
て
い
る

。
さ
ら
に
『
働
く
も
の

十
一
篇
が
西
谷
の
在
学
中
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
）

か
ら
見
る
も
の
へ

の
前
篇
と
な
る
論
考
も
書
か
れ
つ
つ
あ
る

芸

』

。『

術
と
道
徳
』
の
刊
行
後
、
西
谷
が
卒
業
す
る
ま
で
の
間
に
、
前
篇
の

（

直
接
に
与
へ
ら
れ
る
も
の

「
直
観

五
つ
の
論
文
中
、
最
初
の
三
つ

「

」

が
発
表
さ
れ
、
第
四
論

と
意
志

「
物
理
現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の

）

」

」

文
「
内
部
知
覚
に
つ
い
て
」
の
連
載
が
始
ま
っ
て
い
る

『
働
く
も

。
（
一
九
二

の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
の
出
版
は
西
田
退
職
の
前
年
の
秋

で
あ
る
。

七
（
昭
和
二
）
年
一
〇
月
）

田
邊
元

（
大
正
八
）

田
邊
元
は
、
西
谷
入
学
の
約
一
年
半
前
、
一
九
一
九

年
八
月
に
京
大
に
助
教
授
と
し
て
来
任
し
て
い
る
。
既
に
著
書
と
し

て
『
最
近
の
自
然
科
学

『
科

』

、

（
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
一
月
）

学
概
論

が
あ
り
、
ポ
ア
ン
カ
レ

』
（
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
九
月
）

（
一
九
一
六
（
大
正
五
）

『
科
学
の
価
値
』
の
翻
訳
も
出
版
し
て
い
る

。
西
谷
は
入
学
年
度

に
田
邊

年
六
月

（
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
）

）

（

推
理
論

「
無
限
連
続
の
論
理

）

（

純

の
特
殊
講
義

お
よ
び
講
読

「

」

」

『

』
）

（

）

粋
理
性
批
判

三
月

を
受
講
し
て
い
る

し
か
し
年
度
の
終
わ
り

。

(

二
〇)

（
大

に
田
邊
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
帰
朝
し
た
の
は
一
九
二
四

年
一
月
、
す
な
わ
ち
西
谷
の
卒
業
の
間
際
で
あ
っ
た
。
田

正
一
四
）

（
主
査
で
あ
る
西
田
、
同
じ
く
副
査
で
あ
る
朝
永
三
十

邊
は
副
査
と
し
て

西
谷
の
卒
論
の
試
問
に
立
ち
合
っ
て
い
る
。
同
年
の

郎
と
と
も
に
）

一
〇
月
に
『
カ
ン
ト
の
目
的
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

同
級
生
・
先
輩
・
後
輩

西
谷
と
同
学
年
に
は
、
同
じ
く
第
一
高
等
学
校
の
出
身
で
同
郷
の

戸
坂
潤
が
お
り
、
そ
の
親
し
い
交
際
の
様
子
が
師
の
姿
と
共
に
回
想

さ
れ
て
い
る
。
一
年
上
に
高
坂
正
顯
、
三
土
興
三
、
二
年
下
に
下
村

(

二
一)

寅
太
郎
が
い
る
。
一
高
の
先
輩
で
あ
る
三
木
清
は
、
西
谷
入
学
の
前

年
の
七
月
に
卒
業
し
て
い
る
。

(

二
二)

一
・
三

卒
業
論
文
を
め
ぐ
る
論
点

西
谷
哲
学
研
究
の
現
状
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我
が
国
に
お
い
て
《
京
都
学
派
の
哲
学

、
或
い
は
よ
り
一
般
的

》

に
《
日
本
の
哲
学
》
に
関
す
る
学
術
的
研
究
が
制
度
的
に
確
立
し
た

の
は
比
較
的
最
近
の
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
研
究
分
野
は
急

速
か
つ
着
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
に
お
い
て

今
後
の
一
層
の
展
開
と
進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

(

二
三)

京
都
学
派
の
哲
学
の
中
心
人
物
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
田
幾

多
郎
と
田
邊
元
で
あ
る
。
西
谷
は
そ
の
直
系
と
も
言
う
べ
き
第
三
の

人
物
で
あ
る
が
、
西
田
、
田
邊
に
比
べ
る
と

か
つ
て
の
田
邊
の

―

よ
う
に
冷
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
が

そ
れ

―

(

二
四)

で
も
研
究
の
蓄
積
は
未
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
西
谷
に
関
す
る
研

究
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
西
谷
に
関
す
る
研
究
は
、
論
者
の
関

心
に
よ
っ
て
多
少
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て

は
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
を
中
心
と
す
る
円
熟
期
の
著
作
に
集
中

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
に
先
立
つ

西
谷
の
思
索
が
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
皆
無
で
は

な
い
が
、
や
は
り
そ
の
場
合
で
も
主
著
を
始
め
と
す
る
円
熟
期
の
著

作
と
の
連
関
に
お
い
て
論
究
さ
れ
る
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
そ
れ
自
体

が
詳
細
な
分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
例
は
多
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
は
、
西
谷
の
思
索
の
「
出
立
点
」
に
向
け
て
時
期
を
遡
る
に
つ

れ
て
、
さ
ら
に
一
層
顕
著
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

(

二
五)

卒
業
論
文
の
重
要
性

な
か
で
も
卒
業
論
文

そ
れ
は
西
谷
の
思
索
の
こ
の
よ
う
な

―

「
出
立
点
」
の
一
つ
で
あ
る

は

『
著
作
集
』
の
刊
行
以
前
に

―
、

は
、
ご
く
一
部
の
人
を
別
に
す
る
な
ら
ば
、
一
般
の
人
の
目
に
触
れ

る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ

、

、

、

り

こ
の
論
文
は

西
谷
の
他
の
著
作
や
論
文
な
ど
と
比
較
す
る
と

十
分
に
読
ま
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
こ

れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
卒
業
論
文
そ
の
も
の
、
或
い
は
、
卒

（

と

シ
ェ

業
論
文
と
『
哲
学
研
究
』
論
文

「das
R
eale

das
Ideale

―

と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
卒
業
論

リ
ン
グ
の
同
一
哲
学
を
中
心
と
し
て

）
」

文
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
京
大
在
学
中
の
西
谷
の
研
究
の
具

体
的
内
容
な
ど
に
つ
い
て

『
著
作
集
』
刊
行
以
前
だ
け
で
は
な

―

―

く
、
刊
行
後
そ
れ
な
り
に
十
分
に
時
間
が
経
過
し
た
現
在
で
も

必
ず
し
も
正
確
と
は
言
え
な
い
発
言
や
記
述
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
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れ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
卒
業
論
文
が
広
く
一
般
に
読
ま
れ
て
い
な

い
理
由
に
は
、
こ
の
論
文

或
い
は
最
初
期
の
西
谷
の
論
文
全
般

―

の
特
徴
と
も
言
え
る

独
特
の
難
解
さ
も
手
伝
っ
て
い
る
か
も
し

―

れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
論
文
に
限
っ
て
言

(

二
六)

（
そ
れ
は
間
接
的
に
は
卒
業
論
文
の
本
格

え
ば
、
こ
の
論
文
の
重
要
性

は
既
に
複
数
の
論
者
に
よ
っ

的
な
研
究
の
必
要
性
で
も
あ
る
だ
ろ
う
）

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
種
の
指
摘
の
う
ち
、
代
表

的
な
も
の
を
紹
介
し
な
が
ら
、
卒
業
論
文
の
本
格
的
究
明
に
際
し
て

小
論
が
採
る
べ
き
方
向
性
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

(

二
七)

卒
業
論
文
を
め
ぐ
る
五
つ
の
論
点

こ
こ
で
は
五
つ
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
一
の
論
点
は
京

都
学
派
の
哲
学
の
展
開
に
お
い
て
西
谷
の
卒
業
論
文
が
果
た
し
た
意

義
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
か
ら
第
四
ま
で
の
論
点
は
卒
業
論

文
に
お
け
る
主
題
、
つ
ま
り
〈
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
〉
と
い

う
組
み
合
わ
せ
に
関
す
る
も
の
か
、
或
い
は
そ
れ
と
連
関
す
る
も
の

で
あ
る
。

一
・
三
・
一

京
都
学
派
の
展
開

田
邊
の
西
田
哲
学
批
判

―

第
一
の
論
点
は
《
京
都
学
派
の
哲
学
》
の
展
開
に
お
い
て
西
谷
啓

治
の
卒
業
論
文
が
果
た
し
た
意
義
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

西
田
・

。「

田
邊
哲
学
と
シ
ェ
リ
ン
グ
」
に
お
い
て
藤
田
正
勝
は
こ
の
よ
う
な
観

(

二
八)

点
か
ら
西
谷
の
卒
業
論
文
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

田
邊
の
西
田
・
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判

田
邊
に
よ
る
西
田
批
判
が
《
京
都
学
派
の
哲
学
》
の
展
開
に
お
い

て
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す

る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
田
邊
は
西
田
の
退
職
の

、

「

」

『

』

二
年
後
に

論
文

西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ

を
雑
誌

哲
学
研
究

に
発
表
し
、
公
然
と
西
田
批
判
を
開
始

（
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
）

（
い
わ
ゆ

す
る
が
、
こ
の
批
判
は
田
邊
を
し
て
彼
独
自
の
哲
学
体
系

の
構
築
へ
と
向
か
わ
し
め
る
機
縁
と
な
り
、
そ
の

る
「
種
の
論
理

）
」

起
点
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
お
け
る
田
邊
の
西
田
批
判
の
要
点
は
、
藤
田
に
よ
る



京都学派の哲学史的洞察／44

と
、
第
一
に
、
絶
対
的
な
も
の
を
「
与
へ
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
前

提
し
、
全
て
を
そ
の
自
己
限
定
と
す
る
な
ら
、
そ
の
哲
学
は
「
発
出

論
的
」
構
成
を
と
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
事
物
は

絶
対
的
な
も
の
の
単
な
る
反
映
に
化
さ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ

（
絶
対

と
で
あ
り
、
第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
現
実
が
「
影
の
存
在
」

と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
歴
史
を
支
配

的
な
も
の
の
単
な
る
反
映
）

す
る
非
合
理
性
や
そ
の
中
に
出
現
す
る
悪
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
田
邊
に
よ
っ

て
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
体
系
」
が
そ
の
「
顕
著
な
る
一
実
例
」
と
見
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
田
邊
の
西
田
哲
学
に
対
す
る
批
判
は
彼
の
ヘ
ー

ゲ
ル
批
判
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

田
邊
の
シ
ェ
リ
ン
グ
受
容

、

、

こ
の
よ
う
な
田
邊
の
ヘ
ー
ゲ
ル
・
西
田
批
判
は

藤
田
に
よ
る
と

シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
人
間
的
自
由
の
本
質
』
に
お
け
る
「
神
の
内
な
る

自
然
」
の
思
想
に
着
想
を
得
て
お
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
行
わ

れ
て
い
る

「
西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ
」
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
論

。

文
「
行
為
と
歴
史
、
及
び
弁
証
法
の
こ
れ
に
対
す
る
関
係
」
に
お
い

て
既
に
田
邊
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
「
現
実
の
一
切
を
観
想
的
に
眺
め

て
凡
て
を
目
的
論
的
に
合
理
化
す
る
」
も
の
と
批
判
し
、
そ
れ
と
の

対
比
で
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
へ
の
積
極
的
評
価
を
語
っ
て
い
た
が
、
今

(

二
九)

や
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

歴
史
の

（

西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ
」
に
お
い
て
）

「

非
合
理
性
や
悪
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
西
田
の
よ
う
に
「
絶
対

無
の
自
覚
」
を
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
「
自
覚
の
内
に
あ

っ
て
、
而
も
自
覚
に
反
対
す
る
も
の

「
若
し
自
覚
を
光
の
原
理
と

」
、

―

す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
背
く
闇
の
原
理
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
」

す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
神
の
内
な
る
自
然
」
に
相
当
す
る
も

の

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
に
至
る
の
で
あ

―
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
藤
田
は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

田
邊
は
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
検
討
を
行
う

な
か
で
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
思
想
、
と
り
わ
け
そ
の
「
神
の
う
ち

な
る
自
然
」
の
概
念
に
着
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
依
拠
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
対
す

る
批
判
を
行
お
う
と
し
た
と
き
に
、
西
田
哲
学
が
や
は
り
そ
の

視
点
か
ら
批
判
さ
れ
う
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す

『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
』
に
収
め
ら
れ
た
一

。
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連
の
論
文
を
発
表
し
て
い
く
過
程
で
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
中
断

し
て
「
西
田
先
生
の
教
を
仰
ぐ
」
を
執
筆
し
た
の
は
、
そ
の
こ

と
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
論
文
に
お
い
て
西
田
哲

学
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
た
の
ち
、
田
邊
は
改
め
て
ヘ
ー
ゲ
ル

に
対
す
る
批
判
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(

三
〇)

西
谷
の
卒
業
論
文

と
こ
ろ
で
藤
田
は
、
田
邊
が
シ
ェ
リ
ン
グ
の
後
期
思
想
に
関
心
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
原
因
は
西
谷
の
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
に
あ

る
と
し
、
西
谷
の
次
の
よ
う
な
証
言
を
引
証
し
て
い
る
。

私
の
卒
業
論
文
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
『
自
由
論
』
を
問
題
に
し
て

ゐ
る
部
分
が
あ
つ
て
、
先
生
は
試
問
の
た
め
に
そ
の
書
を
読
ま

れ
、
そ
し
て

そ
れ
に
深
く
揺
り

（
先
生
自
身
の
言
明
に
よ
れ
ば
）

動
か
さ
れ
た
。
私
の
自
惚
れ
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
、
そ

の
後
先
生
が
次
第
に
ド
イ
ツ
観
念
論
に
深
入
り
さ
れ
る
一
つ
の

機
縁
を
な
し
た
と
思
ふ
。

(

三
一)

も
っ
と
も
西
谷
は
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
先
生
の
関
心
を
ド
イ
ツ
観
念
論
ヘ
向
け
し
め
た
主

要
な
動
機
は
、
カ
ン
ト
の
目
的
論
を
踏
ま
へ
た
先
生
の
立
場
そ

の
も
の
の
内
か
ら
の
発
展
、
ま
た
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヘ

ー
ゲ
ル
の
復
興
と
か
形
而
上
学
へ
の
道
を
求
め
る
気
運
と
か
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
と
は
別
に
、
当
時
の
日
本
で
勃
興
し
て
き

た
マ
ル
ク
ス
主
義
が
先
生
に
与
へ
た
刺
激
も
、
重
要
な
要
因
で

あ
っ
た
。

し
か
し
藤
田
に
よ
る
と

た
と
え
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
て
、
こ

―

（
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ

れ
以
前
に
田
邊
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学

が
全
く
未
知
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
情
を
勘

ー
ゲ
ル
）

案
す
る
と
し
て
も

西
谷
の
言
葉
を
「
単
な
る
う
ぬ
ぼ
れ
や
思
い

―

込
み
」
と
し
て
一
蹴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
西
谷
の
言

葉
を
裏
付
け
る
有
力
な
証
拠
と
し
て
藤
田
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
一

（
昭
和
三
）

（
す
な
わ
ち
「
行
為
と
歴
史
、
及
び
弁
証
法
の
こ

九
二
八

年

に
、
田
邊
が
シ
ェ
リ
ン

れ
に
対
す
る
関
係
」
の
発
表
と
同
年
で
あ
る
）

グ
の
『
人
間
的
自
由
の
本
質
』
を
演
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
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て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

(

三
二)

（
一
）

一
・
三
・
二

主
題
を
め
ぐ
っ
て

西
田
に
よ
る
影
響

―

第
二
か
ら
第
五
の
論
点
は
す
べ
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン

と
い
う
二
つ
の
哲
学
者
を
結
び
付
け
て
論
じ
る
と
い
う
、
卒
業
論
文

に
お
け
る
西
谷
の
独
特
の
着
想
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
善
の
研
究
』

藤
田
の
見
解

―

藤
田
も
ま
た
前
述
の
講
演
録
に
お
い
て
こ
の
西
谷
の
着
想
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
西
田
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
も
、
西
田
か
ら
刺
激
を
受
け
て
書
か
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
を
結
び
つ

け
て
一
つ
の
論
文
の
な
か
で
論
じ
る
と
い
う
の
は
す
ぐ
に
は
思

い
つ
か
な
い
こ
と
で
す
が
、
西
田
の
思
想
を
そ
の
背
景
に
考
え

る
と
、
事
柄
の
結
び
つ
き
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

西
谷
の
な
か
で
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
そ
の
同
一
哲
学
に
お
い
て

考
え
た
「
主
客
の
真
に
一
な
る
世
界
」
へ
は
、
い
か
に
し
て
至

り
う
る
の
か
と
い
う
問
い
、
そ
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
う
直

観
が
そ
の
手
が
か
り
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題

意
識
が
、
両
者

を
結
び
つ
け

〔
＝
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
〕

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

(

三
三)

「
そ
の
背
景
に
考
え
る
と
、
事
柄
の
結
び
つ
き
が
見
え
て
く
る
」

西
田
の
思
想
と
は

『
善
の
研
究
』
第
一
編
「
純
粋
経
験
」
第
四
章

、

「
知
的
直
観
」
に
お
い
て
「
シ
ェ
ル
リ
ン
グ
の
同
一

は
直

Identität

接
経
験
の
状
態
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
思

(

三
四)

想
で
あ
る
。
西
田
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対

的
同
一
性

が
彼
自
身
の
純
粋
経
験
に
お
け
る
主
客

（
と
知
的
直
観
）

合
一
の
状
態
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
西
田
の
自

己
理
解
を
背
景
と
し
て
西
谷
は
、
一
見
す
る
と
相
互
に
無
関
係
に
見

え
る
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
的
同
一
性
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
純
粋
持
続

と
い
う
主
題
の
結
合
を
着
想
し
え
た
、
と
い
う
の
が
藤
田
の
発
言
の

大
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
純

粋
持
続
と
彼
の
直
観
の
立
場
は
、
予
め
西
田
の
純
粋
経
験
お
よ
び
知
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的
直
観
の
立
場
と
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

(

三
五)

『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』

長
谷
の
見
解

―

藤
田
と
同
様
に
、
卒
業
論
文
に
お
け
る
主
題
の
独
特
な
結
合
に
注

目
し
、
そ
れ
に
対
す
る
西
田
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
長
谷

正
當
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
際
に
長
谷
が
着
目
し
て
い
る
の
は
、

『
善
の
研
究
』
で
は
な
く

『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
で
あ

、

る
。

西
谷
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
シ
ェ
リ
ン
グ
の
間
に
見
出
し
た
繋
が
り

は

西
谷
の
直
観
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

〔
中
略
〕

で
も
な
い
が
、
あ
る
意
味
で
西
谷
は
こ
の
直
観
を
西
田
か
ら
得

て
い
る
と
言
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
西
田

が
『
自
覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』
に
お
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら

ベ
ル
ク
ソ
ン
へ
と
切
り
開
い
た
そ
の
思
索
の
道
は
、
問
題
と
し

て
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
出
発
し
て
歩
ん
だ
道
に

通
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

『
自
覚
に
於
け
る
直
観
と

。

反
省
』
の
序
文
の
な
か
で
、
西
田
は
自
分
は
い
っ
た
ん
フ
ィ
ヒ

テ
の
「
事
行
」
の
立
場
に
立
っ
た
が
、
意
味
と
存
在
、
価
値
と

実
在
の
統
一
を
求
め
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
の
方
向
へ
進
ん
だ

と
述
べ
て
い
る
。
西
田
は
、
当
時
の
哲
学
上
の
諸
問
題
と
格
闘

し
つ
つ
思
索
す
る
な
か
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
ベ
ル
ク
ソ
ン
へ
至

る
道
を
独
力
で
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
を
い
か

に
超
え
る
か
と
い
う
問
題
は
シ
ェ
リ
ン
グ
自
身
が
取
り
組
ん
だ

課
題
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
西
谷
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
研
究

に
取
り
組
ん
だ
と
き
に
、
そ
の
辺
の
事
情
を
よ
く
理
解
し
て
い

て
、
西
谷
自
身
が
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
へ
の
道
を
跡
づ

け
る
な
か
で
、
他
方
に
、
西
田
が
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
ベ
ル
ク
ソ
ン

へ
と
歩
ん
だ
道
を
念
頭
に
置
き
、
フ
ィ
ヒ
テ
を
頂
点
に
ベ
ル
ク

ソ
ン
と
シ
ェ
リ
ン
グ
を
底
辺
の
二
角
と
す
る
三
角
形
を
頭
の
中

で
思
い
描
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(

三
六)

西
田
は
『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
の
「
序
」
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
が
此
論
文
の
稿
を
起
し
た
目
的
は
余
の
所
謂
自
覚
的
体
系
の

形
式
に
依
っ
て
す
べ
て
の
実
在
を
考
へ
、
之
に
依
っ
て
現
今
哲
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学
の
重
要
な
る
問
題
と
思
は
れ
る
価
値
と
存
在
、
意
味
と
事
実

の
結
合
を
説
明
し
て
見
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
無
論
、
余

の
自
覚
と
い
ふ
の
は
心
理
学
者
の
所
謂
自
覚
と
い
ふ
如
き
も
の

で
は
な
い
、
先
験
的
自
我
の
自
覚
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
所
謂

事
行

の
如
き
も
の
で
あ
る

其
後
此
考

T
athandlung

。〔
中
略
〕

を
何
処
ま
で
も
徹
底
的
に
追
究
し
て
見
よ
う
と
し
た
の
が
此
書

の
起
源
で
あ
る
。
若
し
此
目
的
を
達
す
る
を
得
ば
、
フ
ィ
ヒ
テ

に
新
し
き
意
味
を
与
ふ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
現
今
の
カ
ン
ト
学

派
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
を
深
き
根
柢
か
ら
結
合
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
た
の
で
あ
る
。

(

三
七)

「
フ
ィ
ヒ
テ
に
新
し
き
意
味
を
与
ふ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
現
今
の

カ
ン
ト
学
派
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
を
深
き
根
柢
か
ら
結
合
す
る
」
と
い

う
西
田
の
言
葉
を
、
こ
こ
で
長
谷
は
「
い
っ
た
ん
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
事

行
」
の
立
場
に
立
っ
た
が
、
意
味
と
存
在
、
価
値
と
実
在
の
統
一
を

求
め
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
観
の
方
向
へ
進
ん
だ
」
と
言
い
換
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
長
谷
の
言
う
「
進
ん
だ
」
と
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
事

行
の
立
場
が
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
事

行
の
立
場
に
「
新
し
き
意
味
」
を
与
え
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
こ

の
立
場
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
お
い
て
「
直
観
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
知

の
根
拠
の
リ
ア
ル
な
把
握
」
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
で

(

三
八)

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

三
九)

と
こ
ろ
が
長
谷
に
よ
る
と
、
西
田
に
先
立
っ
て
シ
ェ
リ
ン
グ
も
ま

た
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も

「
自
我
の
自
覚
を

、

哲
学
の
原
点
と
す
る
点
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
フ
ィ
ヒ
テ
と
同
じ

立
場
か
ら
出
発
し
た
が
、
自
我
を
さ
ら
に
そ
の
根
底
の
自
然
と
の
関

係
に
お
い
て
追
究
す
る
こ
と
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ン
グ
は
フ
ィ
ヒ
テ
を

離
れ
、
自
然
哲
学
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
長
谷

(

四
〇)

に
よ
る
と
、
西
谷
は
こ
の
歴
史
的
事
実
を
熟
知
し
て
お
り

〈
ド
イ

、

ツ
観
念
論
の
思
想
の
展
開
〉
と
〈
西
田
の
思
索
の
展
開
〉
の
双
方
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
「
フ
ィ
ヒ
テ
を
頂
点
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
シ
ェ
リ

」

、

ン
グ
を
底
辺
の
二
角
と
す
る
三
角
形

を
想
い
描
く
こ
と
に
よ
っ
て

ベ
ル
ク
ソ
ン
と
シ
ェ
リ
ン
グ
と
い
う
主
題
の
組
合
せ
に
想
到
し
た
の

で
あ
る
。

（
二
）

一
・
三
・
三

主
題
を
め
ぐ
っ
て

シ
ェ
リ
ン
グ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ

―ュ
ア
リ
ス
ム
の
思
想
的
連
関
お
よ
び
西
谷
の
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思
索
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
的
側
面
」

し
か
し
長
谷
の
場
合
に
は
、
こ
の
主
題
の
取
り
合
わ
せ
の
由
来
に

つ
い
て
西
田
の
影
響

厳
密
に
言
え
ば
、
西
田
自
身
と
〈
フ
ィ
ヒ

―

テ
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
へ
〉
と
い
う
二
つ
の
思
想
展
開
の
平
行
関
係
に

関
す
る
西
谷
の
洞
察

を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は

―

異
な
っ
た
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
卒
業

論
文
に
お
け
る
主
題
の
取
り
合
わ
せ
の
起
源
を
〈
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ

ル
ク
ソ
ン

と
の
思
想
的
類
縁

（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
）

性
〉
に
、
ま
た
〈
こ
の
よ
う
な
両
者
の
思
想
的
類
縁
性
に
つ
い
て
の

西
谷
の
洞
察
〉
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム

先
の
引
用
に
先
立
っ
て
、
長
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
谷
の
卒
業
論
文
が
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
で
は
そ
の
著
作
集
か
ら
も
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
西
谷
が
卒
業
論
文
を
書
い
た
当
時
は
二
つ

の
哲
学
の
繋
が
り
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
た
と
え
ば
野
田
又
夫
は
西
谷
へ
の
追
悼
の
文
章
の
中
で
、

「
田
邊
先
生
か
ら
西
谷
先
生
の
卒
業
論
文
が
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ

ル
ク
ソ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
目
を
丸
く
し
た
が
、
後
に

哲
学
の
歴
史
か
ら
も
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
が
シ
ェ
リ
ン
グ
と
深
く

繋
が
り
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
を
介
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
シ
ェ
リ
ン

グ
と
深
く
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
納
得
し
て
、
そ
の
直
観
的
洞

察
力
に
感
服
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

(

四
一)

さ
ら
に
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
哲
学
の
連
関
を
取
り
上
げ
、
両
者
に
共

通
す
る
問
題
を
主
題
的
に
追
究
し
た
論
考
は
あ
ま
り
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
学
を
フ

ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
考
察

、

「

」

し

両
者
に
共
通
す
る
根
本
の
問
題
を

自
覚
に
お
け
る
自
然

と
い
う
観
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

(

四
二)

そ
の
際
の
長
谷
の
主
張
の
要
点
は
、
ラ
シ
ュ
リ
エ
に
よ
る
フ
ラ
ン
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ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
定
義
「
自
然
そ
の
も
の
の
説
明
を
精

神
に
求
め
、
自
然
に
お
い
て
働
く
無
意
識
的
思
惟
は
我
々
に
お
い
て

意
識
的
と
な
る
思
惟
で
あ
り
、
無
意
識
的
形
式
か
ら
意
識
的
形
式
へ

の
移
行
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
有
機
体
を
生
み
出
す
べ
く
働
い
て
い

る
思
惟
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
」
に
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
精
神
と

(

四
三)

自
然
の
連
続
性
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
に
、
こ
の
二
つ
の

哲
学
の
繋
が
り
を
見
て
取
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り

「
意
識
的

、

自
我
が
孤
立
し
た
点
と
し
て
宇
宙
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
自
然
や
無
意
識
と
い
っ
た
宇
宙
に
連
な
る
広
い
裾
野
の
う
え
に

成
り
立
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
」
二
つ
の
哲
学
の

(

四
四)

思
想
上
の
類
縁
性
を
見
る
の
で
あ
る
。

(

四
五)

こ
の
よ
う
に
し
て
長
谷
は
、
基
本
的
に
は
野
田
の
示
唆
の
延
長
線

上
に
、
た
だ
し
遥
か
に
精
密
に

種
々
の
具
体
的
な
論
拠
を
示
し

―

な
が
ら

シ
ェ
リ
ン
グ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の

―

類
縁
性
を
思
想
史
的
に
裏
付
け
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〈
シ
ェ
リ
ン

グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
い
う
主
題
の
組
合
せ
の
起
源
が
両
者
の
思
想
的

類
縁
性
と
、
そ
の
よ
う
な
類
縁
性
に
つ
い
て
の
西
谷
の
歴
史
的
・
直

感
的
な
洞
察
に
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

「
フ
ラ
ン
ス
的
側
面
」

し
か
し
さ
ら
に
ま
た
長
谷
は
、
西
谷
自
身
を

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ

―

ィ
ッ
チ
、
マ
ル
セ
ル
な
ど
と
共
に

「
こ
の
二
つ
の
哲
学
の
「
あ

―

い
だ
」
で
そ
の
思
索
を
進
め
た
哲
学
者
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。

(

四
六)

つ
ま
り
、
こ
こ
で
長
谷
は
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
シ
ェ
リ
ン
グ
を
繋
ぐ
も

（
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ベ
ル
ク

の
」
は
同
時
に
ま
た
西
谷
に
固
有
の
直
観

で

ソ
ン
の
《
哲
学
的
直
観
》
に
類
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）

も
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
二
つ
の
哲
学
の
「
あ
い
だ
」
を

西
谷
自
身
に
い
わ
ば
内
面
化
す
る
の
で
あ
る
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
と
シ
ェ
リ
ン
グ
を
繋
ぐ
も
の
を
、
西
谷
は
い
っ
た

い
ど
こ
に
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
谷
が
両
者
の
根
底
に
見

出
し
た
共
通
な
も
の
は
、
ま
た
西
谷
の
思
索
の
根
本
に
根
差
し

た
直
観
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
覚
の
基
礎
と
な
る

よ
う
な
自
然
、
あ
る
い
は
身
体
が
そ
こ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

(

四
七)

、

「

」

た
だ
し
長
谷
の
強
調
点
は

西
谷
自
身
に
お
け
る
こ
の

あ
い
だ
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そ
の
も
の
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
表
に
現
れ
て
い
る
の

は
ご
く
一
部
で
、
そ
の
大
部
分
は
ま
だ
地
下
に
隠
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
鉱
脈
」
と
見
な
さ
れ
る
、
西
谷
の
思
索
の
「
地
下
に
隠
さ
れ

た

側
面

つ
ま
り

初
め
か
ら
先
生
の
う
ち
に
あ
っ
た

そ
の

フ

」

、

「

」

「

ラ
ン
ス
的
側
面
」
に
あ
る
。

西
谷
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
繋
が
り
は
先
生
の
ベ
ル
ク
ソ
ン

と
の
関
り
か
ら
始
ま
る
。
先
生
の
卒
業
論
文
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ

と
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
繋
が
り
を
巡
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

そ

、「

の
こ
ろ
の
九
鬼
先
生
」
の
中
で
西
谷
先
生
御
自
身
が
語
っ
て
も

お
ら
れ
、
ま
た
そ
の
一
部
は
先
生
の
著
作
集
第
十
三
卷
に
収
め

ら
れ
て
い
る

事
実
、
先
生
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
は
じ
め

。〔
中
略
〕

と
し
、
そ
の
前
後
の
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ス
ム
の
哲
学
に
通
暁
し
て
お
ら
れ
た
。
西
田
幾
多
郎
は
西
谷
先

生
か
ら
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
の
著
作
を
借
り
て
読
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
そ
の
書
簡
か
ら
窺
わ
れ
る
が
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
、

ラ
シ
ュ
リ
エ
、
ラ
ニ
ョ
ー
な
ど
ビ
ラ
ン
か
ら
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
繋

ぐ
哲
学
者
た
ち
に
関
し
て
も
二
人
の
間
で
相
互
の
交
換
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

〔
中
略
〕

こ
う
し
て
、
先
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
峰
で
あ
る
ド
イ
ツ

観
念
論
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
間
に
あ
る
繋

が
り
を
直
感
的
、
か
つ
歴
史
的
に
掴
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
観
念
論
に
つ
い
て
述
べ
た
り
書
か
れ
た

り
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
何
故
か
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
ス
ム
の
哲
学
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ

。

『

』

う
に
思
う

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
も
そ
の

E
crits

et
paroles

三
巻
は
出
る
と
同
時
に
丁
寧
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
る

と
き
何
か
の
用
事
で
う
か
が
っ
た
先
生
の
お
部
屋
の
書
棚
に
並

ん
で
い
た
そ
の
書
の
頁
の
色
褪
せ
た
具
合
か
ら
も
判
ぜ
ら
れ
た

が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
語
ら
れ
た
あ
と
で
も
、

先
生
は
実
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
と
付
け
加
え

る
の
が
常
だ
っ
た

若
い
頃
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
書

。〔
中
略
〕

く
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
た
書
も
ど
う
い
う
わ
け
か
結
局
書
か

れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
か
ら
知
っ
た
。
大
学
院
に
入

っ
て
か
ら
も
何
か
の
用
事
で
先
生
の
研
究
室
に
伺
っ
た
際
に
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
だ
っ
た
か
、
何
か
そ
れ

に
類
す
る
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
先
生
は
頭
に
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手
を
当
て
て
考
え
こ
ま
れ
た
ま
ま
し
ば
ら
く
何
も
答
え
ら
れ
な

か
っ
た

こ
う
い
う
次
第
で
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学
へ
の
西

。〔
中
略
〕

谷
先
生
の
関
り
は
深
い
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
影
響
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
大
部
分
が
地
下
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

(

四
八)

し
か
し
、
そ
の
隠
さ
れ
た
部
分
は
大
谷
大
学
に
於
け
る
講
義
で

の
「
身
体
」
に
つ
い
て
の
先
生
の
透
徹
し
た
理
解
に
お
い
て
現

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
影
響
に
よ
る
と
言
う
よ
り
、
先
生
ご
自

身
の
思
索
と
体
験
に
基
づ
く
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

敢
え
て
言
え
ば
、
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学
と
の
関
り
が
地
下
鉱

脈
の
な
か
で
成
長
し

「
生
き
る
」
と
い
う
直
接
経
験
の
深
み

、

が
「
身
体
」
と
い
う
概
念
に
お
い
て
反
省
さ
れ
、
哲
学
的
表
現

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

四
九)

こ
う
し
て
結
局
、
長
谷
は
西
谷
の
卒
業
論
文
に
お
け
る
〈
シ
ェ
リ

ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
〉
と
い
う
主
題
の
組
合
せ
に
つ
い
て
三
つ
の
源

泉
を
指
摘
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
第
一
に
、
西
田
の
思
想
展
開
に

（

）

つ
い
て
の

哲
学
史
的
な
事
実

―

ド
イ
ツ
観
念
論
の
展
開
に
関
す
る

を
ふ
ま
え
た
上
で
の

西
谷
の
理
解
で
あ
り
、
第
二
に
、
シ
ェ
リ

―

ン
グ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
思
想
的
類
縁
性
と
こ

の
類
縁
性
に
関
す
る
西
谷
の
歴
史
的
・
直
感
的
な
洞
察
で
あ
り
、
第

（
内
面
化
さ
れ
た

三
に
、
西
谷
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
根
源
的
直
観

二
つ
の
哲
学
の
「
あ
い
だ
」
で
あ
り
、
特
に
そ
の
「
フ
ラ
ン
ス
的
側
面

）
」

で
あ
る
。

（
三
）

一
・
三
・
四

主
題
を
め
ぐ
っ
て

西
谷
の
哲
学
史
的
洞
察

―

薗
田
坦
は
、
長
谷
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ

ル
ク
ソ
ン

と
い
う

特

（

）

な
い
し
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム

《

定
の
》
思
想
史
的
連
関
に
関
す
る
西
谷
の
直
感
的
・
歴
史
的
洞
察
に

注
目
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
単
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
だ

け
で
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
洞
察
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
西

谷
の
一
層
根
源
的
で
包
括
的
な
基
底
、
つ
ま
り
、
そ
の
哲
学
史
的
洞

察
の
《
全
体
》
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
に
ま
で
遡
り
、
先
の
洞
察
も

ま
た
そ
の
よ
う
な
広
大
な
地
盤
に
お
い
て
初
め
て
成
立
し
う
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
根
源
の
方
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
。
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西
谷
先
生
の
著
作
や
講
義
に
接
す
る
た
び
に
い
つ
と
て
も
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
一
口
に
言
え
ば
、
先
生
の
思
想
の
独
創
性

や
深
底
性
が
、
つ
ね
に
同
時
に
豊
富
な
歴
史
的
知
見
と
洞
察
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
生
が
ど
の
よ
う
な

哲
学
者
あ
る
い
は
哲
学
思
想
を
問
題
と
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ

こ
で
は
ま
ず
そ
れ
ら
の
思
想
の
も
つ
歴
史
的
諸
連
関
や
哲
学
史

的
な
意
味
が
明
確
に
さ
れ
た
上
で
、
次
い
で
そ
こ
か
ら
、
ま
た

そ
れ
に
立
脚
し
な
が
ら
、
そ
の
思
想
の
本
質
的
内
容
そ
の
も
の

、

。

が
究
明
さ
れ

そ
の
深
み
が
独
自
な
仕
方
で
剔
抉
さ
れ
て
い
く

先
生
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
の
哲
学
史
的
定
位
や
闡
明

と
、
そ
の
本
質
論
的
究
明
や
開
示
と
い
う
二
つ
の
側
面
は
、
ま

さ
し
く
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
両
面
が
互
い

に
切
り
結
び
合
う
と
こ
ろ
か
ら
、
先
生
御
自
身
の
独
特
な
思
想

が
醸
成
さ
れ
て
く
る
と
い
う
趣
き
が
あ
る
。

先
生
の
哲
学
的
思
索
の
基
底
に
は
、
こ
の
よ
う
に
一
方
か
ら
見

れ
ば
、
つ
ね
に
哲
学
史
の
大
き
な
流
れ
と
い
っ
た
も
の
が
把
捉西

さ
れ

前
提
さ
れ
て
い
る

し
か
も
そ
の
流
れ
の
把
握
は

、

。

、（

い
わ
ゆ
る
西
洋
哲
学
史
の
ほ
ぼ
全
体

洋
思
想
に
限
っ
て
み
て
も
）

を
覆
う
も
の
で
あ
る

こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神

。〔
中
略
〕

史
の
大
き
な
流
れ
が
、
そ
の
主
要
な
筋
道
と
節
目
を
ふ
ま
え
つ

つ
全
体
に
わ
た
っ
て
把
捉
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
た
え
ず
先
生
の
哲

学
的
思
考
の
背
景
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

そ
の
こ
と
が
先
生
の
思
考
の
重
要
な
特
質
を
な
し
、
い
わ
ば
独

自
な
ス
タ
イ
ル
と
さ
え
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
哲
学
的
思
考
の
ス
タ
イ
ル
は
、
恐
ら
く
先
生
に
独
自

な
資
質
と
し
て
、
い
わ
ば
本
性
的
に
具
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
勿
論
、
先
生
の
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
例
え
ば
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
が
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
、
或
い
は
ま
た
ニ
ー
チ
ェ
が

と
、
哲
学
史
的
考
察
の
枠
が
次
々
と
拡
張
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
論
攷
が
順
次
発
表
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
こ
れ
ら
の
思
想
に
解
明
の
光
が
当
て
ら
れ
る
場
合
、

（
精
神

そ
の
視
線
は
い
つ
で
も
す
で
に
先
生
固
有
の
哲
学
史
的

洞
察
と
そ
の
大
き
な
枠
組
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
て
い

史
的
）

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
先
生
は
こ
う
し
た
独
特
な
歴
史
的

視
線
と
哲
学
史
の
大
き
な
枠
組
を
、
す
で
に
相
当
早
い
時
期
に

自
ず
か
ら
身
に
つ
け
ら
れ
、
構
築
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
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う
。

、

、

こ
の
こ
と
は
一
昨
年

著
作
集
第
十
三
巻
の
校
訂
作
業
に
際
し

こ
れ
に
収
録
す
る
先
生
の
卒
業
論
文
「
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
対
的

観
念
論
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
純
粋
持
続
」
の
原
稿
を
詳
し
く
拝
読

す
る
機
会
を
得
た
折
に
も
、
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
、
驚
か
さ
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
卒
業
論
文
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル

グ
ソ
ン
の
思
想
を
主
題
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
す
で
に
随
所
に
、
先
生
の
歴
史
的
洞
察
と
哲
学
史
的
枠
組
を

示
す
論
述
が
見
ら
れ
、
主
題
的
問
題
も

そ
し
て
ま
さ
に
こ

―

の
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
い
う
取
り
合
わ
せ
も

そ
―

の
な
か
で
定
位
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
論
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
窺

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
生
が
そ
の
哲
学
的
産
出

活
動
の
い
わ
ば
始
動
期
に
、
す
で
に
西
洋
の
哲
学
史
全
体
の
、

少
な
く
と
も
そ
の
流
れ
の
大
筋
を
組
み
立
て
、
捉
え
て
お
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
ま

た
、
ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
先
生
の
広

汎
に
し
て
独
自
な
思
考
の
展
開
と
拡
充
も
可
能
と
な
っ
た
の
で

あ
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

西
谷
先
生
の
思
想
に
お
け
る
歴
史
的
洞
察
や
哲
学
史
的
知
見
と

い
う
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
見
当
違
い
の
よ
う

に
思
わ
れ
、
ま
た
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
私
は
そ
う
し
た
側
面
も
、
先
生
の
哲
学
的
思
考
の
決
し

て
軽
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
契
機
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
先
生
の
東
西
両
思
想
に
わ
た
る
宗
教

哲
学
的
思

－

索
の
根
源
性
、
独
創
性
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
壮
大
に
し
て
深
遠
な
思
想
構
築
の
基
盤
に

は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
ま
た
先
生
の
鋭
敏
な
歴
史
的
洞
察
が
光

り
、
的
確
な
精
神
史
的
知
見
が
働
い
て
い
る
こ
と
も

通
常

―

そ
れ
ほ
ど
注
意
は
払
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が

決
し

―

て
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

五
〇)

こ
こ
で
の
薗
田
の
強
調
点
は
確
か
に
、
西
谷
の
独
創
的
思
索
の
根

底
に
お
い
て
常
に
働
い
て
い
る
西
洋
哲
学
史
の
全
体
に
及
ぶ
広
大
で

重
厚
な
歴
史
的
洞
察
・
哲
学
史
的
知
見
に
あ
る
。
薗
田
に
よ
る
と
、

西
谷
は
「
こ
う
し
た
独
特
な
歴
史
的
視
線
と
哲
学
史
の
大
き
な
枠
組

を
、
す
で
に
相
当
早
い
時
期
に
自
ず
か
ら
身
に
つ
け
」
て
い
た
の
で

あ
り
、
卒
業
論
文
に
お
い
て
も
「
す
で
に
随
所
に
、
先
生
の
歴
史
的

洞
察
と
哲
学
史
的
枠
組
を
示
す
論
述
が
見
ら
れ
、
主
題
的
問
題
も
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そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
い
う
取
り

―合
わ
せ
も

そ
の
な
か
で
定
位
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
論
究
さ
れ
て
い

―

る
」
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
際
、
薗
田
は
あ
く
ま
で
も
西
谷
の
思
索
の
一
つ
の
側

面
に
光
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
体
を
こ
の
よ
う
な
哲

。

、

学
史
的
洞
察
に
解
消
し
う
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

実
際

薗
田
は
「
思
想
の
独
創
性
や
深
底
性
が
、
つ
ね
に
同
時
に
豊
富
な
歴

史
的
知
見
と
洞
察
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
」
に
、
西
谷
の

哲
学
的
思
索
の
本
性
的
特
質
を
見
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
か
な

る
哲
学
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
し
て
も

「
ま
ず
そ
れ
ら
の
思
想

、

の
も
つ
歴
史
的
諸
連
関
や
哲
学
史
的
な
意
味
が
明
確
に
さ
れ
た
上

で
、
次
い
で
そ
こ
か
ら
、
ま
た
そ
れ
に
立
脚
し
な
が
ら
、
そ
の
思
想

の
本
質
的
内
容
そ
の
も
の
が
究
明
さ
れ
、
そ
の
深
み
が
独
自
な
仕
方

で
剔
抉
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
側
面
が
「
不

即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
両
面
が
互
い
に
切
り
結
び
合

、

」

う
と
こ
ろ
か
ら

先
生
御
自
身
の
独
特
な
思
想
が
醸
成
さ
れ
て
く
る

こ
と
に
、
薗
田
は
西
谷
の
思
考
の
独
自
な
ス
タ
イ
ル
を
見
て
い
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
薗
田
は
、
西
谷
の
哲
学
的
思
索
の
「
歴
史
的
洞
察
や
哲

学
史
的
知
見
と
い
う
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
」
が
「
見
当
違
い
の
よ

う
に
思
わ
れ
、
ま
た
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
」
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
懸
念
を
杞
憂
に
終
わ
ら
せ
る
為

に
は
、
西
谷
の
「
哲
学
的
思
索
の
根
源
性
、
独
創
性
に
と
っ
て
」
彼

「

」

、

の

独
自
な
歴
史
的
眼
差
し

が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か

言
い
換
え
る
と

「
思
想
の
哲
学
史
的
定
位
や
闡
明
と
、
そ
の
本
質

、

論
的
究
明
や
開
示
と
い
う
二
つ
の
側
面
」
の
「
不
即
不
離
の
関
係
」

お
よ
び
「
そ
の
両
面
が
互
い
に
切
り
結
び
合
う
と
こ
ろ
か
ら
、
先
生

御
自
身
の
独
特
な
思
想
が
醸
成
さ
れ
て
く
る
」
そ
の
機
構
が
、
具
体

的
な
事
例
に
即
し
て
、
例
え
ば
「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
い

う
取
り
合
わ
せ
」
が
西
谷
の
独
自
の
「
歴
史
的
洞
察
と
哲
学
史
的
枠

組

「
の
な
か
で
定
位
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
論
究
さ
れ
」
る
と
い
う
事

」
例
に
即
し
て
、
詳
細
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
）

一
・
三
・
五

主
題
を
め
ぐ
っ
て

西
洋
哲
学
の
読
み
直
し

―

こ
の
よ
う
に
薗
田
が
、
卒
業
論
文
の
主
題
の
取
り
合
わ
せ
が
そ
こ

に
お
い
て
成
立
す
る
よ
う
な
根
源
的
な
基
底
に
目
を
向
け
、
そ
の
よ
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―

―

う
な
基
盤
と
し
て
の

西
洋
哲
学
史
の
全
体
に
及
ぶ
よ
う
な

西
谷
の
哲
学
的
思
索
の
歴
史
的
洞
察
や
哲
学
史
的
知
見
の
側
面
を
強

調
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
上
田
閑
照
は
、
そ
う
い
っ

た
根
源
的
な
地
盤
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
再
度
、
そ
こ
か
ら
成
立
し
て

く
る
卒
業
論
文
の
主
題
の
組
合
せ
そ
の
も
の
の
方
へ
目
を
振
り
向
け

て
、
そ
の
内
に
《
西
洋
哲
学
の
読
み
直
し

》
と
《
西
田

（
の
成
果
）

哲
学
の
展
開

》
を
見
て
取
っ
て
い
る
。
こ

（
単
な
る
影
響
で
は
な
く
）

の
こ
と
に
よ
っ
て
上
田
は
む
し
ろ
西
谷
の

薗
田
の
区
別
を
借
用

―

す
る
な
ら
ば

「
哲
学
的
思
索
の
根
源
性
、
独
創
性
」
の
側
面
を

―

お
そ
ら
く
他
の
誰
に
も
ま
し
て

強
調
し
て
い
る
の
で

―

―

あ
る
。

(

五
一)

西
田
幾
多
郎
先
生
の
も
と
で
の
卒
業
論
文
は
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ

ル
グ
ソ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
若
き
助
教
授
と

し
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
も
と
に
留
学
中
そ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
行

っ
た
報
告
は
ニ
ー
チ
ェ
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
主
題
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た

「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン

「
ニ
イ
チ
ェ
と

、

」
、

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

、
い
ず
れ
も
独
特
な
組
合
せ
で
あ
る
。
先
生

」

が
組
合
わ
せ
た
組
合
せ
で
あ
る
。
西
洋
の
哲
学
を
東
洋
の
洞
察

に
よ
っ
て
新
し
く
読
み
直
し
、
そ
の
こ
と
が
東
洋
の
新
し
い
自

己
理
解
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
超
え
て
、
東
洋
と
か
西
洋

と
か
い
う
の
で
は
な
い
一
つ
の
世
界
で
の
人
間
の
根
源
的
可
能

性
の
追
究
が
な
さ
れ
て
ゆ
く
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
で
あ
る
。

「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
」
と
い
う
組
合
せ
は
、
当
の
西

洋
の
哲
学
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
か
っ
た
直
観
に

お
け
る
叡
智
性
と
感
覚
性
と
の
根
源
的
結
び
つ
き
を
核
心
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
元
来
西
田
幾
多
郎
先
生
の
「
純
粋
経

験
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

「
ニ
イ
チ
ェ
と
エ
ッ

。

ク
ハ
ル
ト
」
と
い
う
組
合
せ
は
、
西
洋
の
哲
学
で
は
直
接
に
究

め
ら
れ
な
か
っ
た
「
虚
無
と
虚
無
の
無
化
」
の
動
態
を
め
ぐ
っ

て
、
虚
無
の
徹
底
化
と
、
虚
無
を
無
化
す
る
根
源
的
生
の
底
な

き
自
由
を
主
題
化
し
た
も
の
で
あ
り

こ
れ
は
西
田
哲
学
の

絶

、

「

対
無
」
の
思
想
的
可
能
性
を
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
顕
在
化
の
中
で
展

開
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
二
つ
の
独
特
な
組
合
せ
の
う
ち

（
つ
づ
め
て
言
え
ば
、
徹
底

で
早
く
か
ら
動
い
て
い
る
問
題
意
識

的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
神
秘
主
義
の
間
で
主
体
の
自
由
を
根
源
化
し
且
つ

と
、
そ
れ
を
導

具
体
化
し
、
世
界
の
自
覚
を
透
徹
し
て
ゆ
く
こ
と
）

（
主
と
し
て
大
乗
仏
教
の
「
空
」
と
そ
の
実
存
化
と
し

く
根
本
洞
察
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に
、
先
生
の
生
涯
の
思
索
を
貫

て
の
禅
か
ら
照
ら
さ
れ
た
洞
察
）

流
す
る
原
動
脈
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
思
索
か
ら

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学

『
ニ
ヒ

、

』
、

』
、『

』
、『

』
、『

』

リ
ズ
ム

神
と
絶
対
無

宗
教
と
は
何
か

禅
の
立
場

な
ど
を
主
連
峰
と
す
る
測
り
知
れ
な
い
大
き
な
奥
深
い
思
想
山

脈
が
生
れ
て
来
た
。

(

五
二)

上
田
の
主
張
を
要
約
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る

つ
ま
り

シ

、

。

、「

ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
」
と
い
う
組
合
せ
は
あ
く
ま
で
も
《
西
谷

が
》
組
合
せ
た
「
独
特
な
組
合
せ
」
で
あ
り
、
こ
の
組
合
せ
は
「
当

の
西
洋
の
哲
学
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
か
っ
た
直
観
に

お
け
る
叡
智
性
と
感
覚
性
と
の
根
源
的
結
び
つ
き
を
核
心
と
し
」
て

い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
「
西
洋
の
哲
学
を
東
洋
の
洞
察
に
よ
っ
て

新
し
く
読
み
直
し
、
そ
の
こ
と
が
東
洋
の
新
し
い
自
己
理
解
に
な
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
超
え
て
、
東
洋
と
か
西
洋
と
か
い
う
の
で
は
な

い
一
つ
の
世
界
で
の
人
間
の
根
源
的
可
能
性
の
追
究
が
な
さ
れ
て
ゆ

く
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
」
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
直
観
に
お
け

る
叡
智
性
と
感
覚
性
と
の
根
源
的
結
び
つ
き

は
元
来
西
田
の

純

」

「
「

粋
経
験
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
上
田
は
さ
ら
に

も
う
一
つ
の
特
異
な
組
合
せ
で
あ
る

ニ

、

「

（
論
文
「
ニ
ィ
チ
ェ
の
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
と

イ
チ
ェ
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
」

も
考
慮
に
加
え
な
が
ら

「
こ
の
二

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

）
」

、

(

五
三)

つ
の
独
特
な
組
合
せ
の
う
ち
で
早
く
か
ら
動
い
て
い
る
問
題
意
識
」

（
つ
ま
り
「
組
合

と
「
そ
れ
を
導
く
根
本
洞
察
」
の
存
在
を
指
摘
し

、
そ

せ

「
問
題
意
識

「
根
本
洞
察
」
と
い
う
三
つ
の
契
機
を
分
節
し

」
、

」
、

）

の
内
に
西
谷
の
「
生
涯
の
思
索
を
貫
流
す
る
原
動
脈
」
を
見
出
し
て

い
る
。

一
・
四

小
論
の
立
場

卒
業
論
文
を
め
ぐ
る
五
つ
の
論
点
は
、
相
互
に
重
な
り
合
う
部
分

を
持
ち
な
が
ら
も
、
や
は
り
そ
の
強
調
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
見
相
互
に
矛
盾
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇

所
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
複
数
の
論
点
は
そ
の
い
ず

れ
も
が
独
自
の
観
点
か
ら
卒
業
論
文
の
魅
力
な
い
し
重
要
性
を
語
っ

て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
論
点
は
等
し
い
意
義
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ

の
論
文
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
魅
力
を
感
じ
る
か
は
論
者
の
関
心
次
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、

。

第
で
あ
り

そ
こ
に
優
劣
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
論
点
は
ま
た
卒
業
論
文
の
内
部
へ
と
通

じ
て
い
る
同
数
の
通
路
の
入
り
口
と
も
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
を
採
る
場
合
、
卒
業
論
文
の
内
容
そ
の
も
の
が
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら

の
複
数
の
通
路
の
中
で
も
や
は
り
、
卒
業
論
文
の
全
体
を
そ
の
中
心

部
か
ら
遍
く
照
し
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
通
路
を

選
択
す
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
ど
の
よ
う

な
論
点
が
そ
の
よ
う
な
通
路
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
薗
田
の
論
点
、
特
に
そ
の
「
視

線
」
と
い
う
論
点
が
有
力
な
候
補
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ

れ
る

「
勿
論
、
先
生
の
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
例
え
ば
ア
リ
ス

。

ト
テ
レ
ス
が
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
、
或
い
は
ま
た
ニ
ー
チ
ェ
が
と
、

哲
学
史
的
考
察
の
枠
が
次
々
と
拡
張
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
論

攷
が
順
次
発
表
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ

ら
の
思
想
に
解
明
の
光
が
当
て
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
視
線
は
い
つ
で

も
す
で
に
先
生
固
有
の
哲
学
史
的

洞
察
と
そ
の
大
き

（
精
神
史
的
）

な
枠
組
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と

言
わ
れ
て
い
た
、
そ
の
「
視
線
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
先
の
引
用
箇

所
に
お
い
て
は
こ
の
論
点
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
詳
し
い
説
明
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
別
の
箇
所
で
は
こ
の
論
点
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
い

説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
薗
田
は
西
谷
の
「
神
秘
思

想
史
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
＝
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
エ

こ
れ
ら
の
思
想
家

の
い
ず
れ
も
が
、
西
洋
神
秘
主
義
の
歴

ッ
ク
ハ
ル
ト
、
ベ
ー
メ
〕

史
上
の
代
表
的
な
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
思
想
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
点
は
、
こ
れ
ら
の
神
秘
思
想

の
主
要
な
類
型
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
全
体
が
把
握
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
見
渡
さ
れ
得
る
よ
う
な
視
点
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
類
型
的
思
想
の
あ
い
だ
の
内
的
連
関
と
相
互
の

必
然
的
推
移
を
も
見
通
し
得
る
よ
う
な
観
点
が
こ
こ
で
開
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
遡

っ
て
言
え
ば
、
著
者
が
こ
こ
で
そ
の
神
秘
主
義
の
理
解
か
ら
そ

こ
に
含
ま
れ
る
根
本
問
題
と
し
て
取
り
出
し
た
二
つ
の
問
題
点

に
ま
で
関
わ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
由
来
し
て
い
る
と
言
え
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よ
う
。
一
方
で
は
そ
れ
は

人
間
と
世
界
を
含
め
た
い

〔
中
略
〕

っ
さ
い
の
存
在
の
根
源
と
し
て
の
神
を
ど
こ
ま
で
も
徹
底
的
に

遡
源
し
、
も
は
や
単
な
る
有
で
は
な
く
無
と
し
て
す
ら
見
る
こ

と
に
到
り
、
し
か
も
人
間
が
自
己
の
窮
極
に
お
い
て
そ
の
無
の

上
に
立
つ
と
考
え
る
徹
底
し
た
立
場
に
立
と
う
と
す
る
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
人
間
の
超
越
的
・
絶
対
的
な
自
由
を

探
索
し
、
確
保
す
る
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
卓
越
し
た
意
義

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
人
間
と
世
界
に
お
け
る
悪

の
根
源
を
ど
こ
ま
で
も
自
己
の
内
面
に
探
り
、
善
と
悪
へ
の
い

わ
ゆ
る
選
択
的
自
由
の
根
拠
を
自
己
の
う
ち
に
見
出
す
と
い
う

立
場
を
開
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
が
古
来
、
哲
学
や
宗
教
に
お

け
る
根
本
問
題
と
さ
れ
て
き
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
神
秘
主
義

の
立
場
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
あ
る
独
自
な
仕
方
で
、
し

か
も
ど
こ
ま
で
も
徹
底
し
て
そ
れ
に
肉
迫
せ
ん
と
し
た
思
想
と

体
験
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。

こ
う
し
た
神
の
絶
対
性
と
自
己
の
超
越
論
的
自
由
の
確
保
、
そ

し
て
悪
と
そ
の
根
拠
の
解
明
と
い
う
問
題
は
、
再
び
著
者
の
哲

学
的
探
求
に
と
っ
て
も
、
い
わ
ば
そ
の
最
初
期
か
ら
中
心
的
な

関
心
事
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
あ
る
独
特
な
仕
方
で
結
び

つ
き
、
相
連
関
す
る
仕
方
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
も
見
た
著
者
の
「
根
源
的

主
体
性
の
哲
学
」
と
い
う
立
場
が
そ
の
一
例
で
あ
り
、
端
的
に

言
っ
て
、
そ
こ
で
は
根
源
的
な
自
由
の
問
題
と
悪
の
根
拠
の
問

題
は
、
著
者
の
言
う
無
底
的
な
根
底

か
ら
探

（
根
源
的
主
体
性
）

、

。

求
さ
れ

展
開
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

(

五
四)

こ
こ
で
薗
田
は
「
こ
れ
ら
の
神
秘
思
想
の
主
要
な
類
型
と
見
な
さ

れ
る
も
の
の
全
体
が
把
握
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
見
渡
さ
れ
得
る
よ
う
な

視
点

「
そ
れ
ら
の
類
型
的
思
想
の
あ
い
だ
の
内
的
連
関
と
相
互
の

」

必
然
的
推
移
を
も
見
通
し
得
る
よ
う
な
観
点
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い

。

「

、

る

し
か
し
こ
れ
は
先
に

思
想
に
解
明
の
光
が
当
て
ら
れ
る
場
合

（

）

そ
の
視
線
は
い
つ
で
も
す
で
に
先
生
固
有
の
哲
学
史
的

精
神
史
的

洞
察
と
そ
の
大
き
な
枠
組
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
言
わ

れ
て
い
た
の
と
同
一
の
事
態
を

「
神
秘
思
想
史
」
と
い
う
著
作
に

、

即
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
述
べ
直
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。注

目
に
値
す
る
の
は
、
薗
田
が
さ
ら
に

ち
ょ
う
ど
上
田
が
卒

―
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業
論
文
と
ニ
イ
チ
ェ
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
論
文
に
関
し
て
指
摘
し
て
い

た
の
と
類
比
的
に

こ
の
よ
う
な
視
線
の
内
に
西
谷
の
問
題
意
識

―

と
根
源
的
洞
察

と
い
う
二
つ
の
契
機
が
同
時
に
働

（
究
極
的
立
場
）

い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
、
つ
ま
り
「
さ
ら
に
遡

っ
て
言
え
ば
、
著
者
が
こ
こ
で
そ
の
神
秘
主
義
の
理
解
か
ら
そ
こ
に

含
ま
れ
る
根
本
問
題
と
し
て
取
り
出
し
た
二
つ
の
問
題
点
に
ま
で
関

わ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
由
来
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
と
共
に
、

こ
の
よ
う
な
観
点
を
「
根
源
的
主
体
性
」
と
い
う
根
源
的
な
立
場
に

淵
源
す
る
も
の
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
薗
田
は
、
彼
が
以
前
、
西
谷
の
思
索
の
ス
タ
イ
ル

と
呼
ん
で
い
た
も
の
を
よ
り
詳
細
に
か
つ
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
西
谷
の
思
索
に
お
け
る

歴
史
的
洞
察
と
独
創
性
と
の
結
び
付
き
に
つ
い
て
、
問
題
意
識
と
根

源
的
洞
察
と
い
う
契
機
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
一
歩

立
ち
入
っ
た
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薗
田
の
論

点
は
、
上
田
の
論
点
と

そ
の
力
点
の
置
き
方
が
正
反
対
で
あ
る

―

が
故
に
か
え
っ
て

相
補
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

―

っ
て
い
る
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
「
神
秘
思
想
史
」
の
構
造
は
ま
た
卒
業
論
文
の
構
造
で
も
あ

（
も
ち
ろ
ん
具
体
的
な
契
機
は
異
な
り

〈
シ
ェ
リ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る

、

(

五
五)

ン
グ
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
〉
と
い
う
取
り
合
わ
せ
に
代
え
て
「
神
秘
思
想
史
」

。
そ
れ
故
、

で
は
四
人
の
神
秘
思
想
家
の
組
合
せ
が
登
場
し
て
い
る
が
）

小
論
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
卒
業
論
文
を
対
象
に
し
て
、
薗
田
の

言
う
西
谷
の
「
視
線

」
の
解
明
に
主
眼
を
置
く
。
こ

（
観
点
、
視
点
）

の
視
線
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
こ
れ
も
薗
田
の
意
味
に
お
け
る
「
哲

学
史
的
洞
察
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
西
谷
の
問
題

意
識
、
究
極
的
な
立
場
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
同

（
こ
の
よ
う
に
補
強
さ
れ
た
も
の
）

時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
薗
田
の
論
点

を
一
方
の
極
と
し
て
、
つ
ま
り
出
発
点
と
し
つ
つ
、
そ
の
対
極
と
も

言
う
べ
き
上
田
の
論
点
へ
、
つ
ま
り
終
着
点
と
し
て
の
そ
れ
と
至
り

つ
こ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
薗
田
の
言
う
「
視

線

」
を
受
動
的
な
も
の
、
現
状
認
識
に
と
ど
ま
る
も

（
視
点
、
観
点
）

の
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
上
田
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
能
動

的
か
つ
創
造
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

（
西
田
と
の
関
係
は

そ
の
よ
う
な
運
動
の
際
に
、
他
の
三
つ
の
論
点

勿
論
、
長
谷
が
指
摘
し
て
い
た
思
想
史
的
連
関
や
「
あ
い
だ
」
の
問
題
）

も
ま
た
可
能
な
限
り
回
収
し
て
い
く
こ
と
に
も
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
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（

）

未
完

註（
一

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
四
頁

）

（
二

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
三
頁

）

（
三

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
三
頁

）

（

）『

』

、

四

根
源
的
主
体
性
の
哲
学

が
後
の
弟
子
達
に
与
え
た
衝
撃
に
つ
い
て
は

田
中
英
三
「
天
籟
の
人

（

西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
十
三
巻
・
月
報

、
辻
村
公

」
『

）

一
「
西
谷
先
生
の
痕
跡

（

西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
二
巻
・
月
報
）
等
を
参
照

」
『

の
こ
と
。

（
五

『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
』
第
十
三
巻
、
四
四
二
頁

）

（
六
）
薗
田
坦
「
解
説

、
西
谷
啓
治
『
神
秘
思
想
史
・
信
州
講
演

（

京
都
哲

」

』
「

学
撰
書
」
第
二
十
八
巻
、
燈
影
舎
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
、
二
五
五
頁

（
七
）
薗
田
、
前
掲
書
、
二
六
〇
頁

（
八
）
薗
田
、
前
掲
書
、
二
五
九
頁

（
九

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
三
頁

）

（
一
〇
）
他
方

「
一
二
将
来
の
改
稿
の
た
め
に
残
し
た
も
の
」
に
関
し
て
言
え

、

ば
、
そ
の
一
つ
は
後
述
の
「
宗
教
的
実
存
の
弁
証
法
」
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

（
一
一
）
帰
朝
後
、
三
木
清
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而

上
学
』
講
読
会
に
、
西
谷
が
参
加
し
た
の
は
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
で
あ

る
。

（
一
二

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
、
四
頁

）

（
一
三
）
論
文
「
悪
の
問
題
に
就
い
て
」
は
『
哲
学
研
究
』
第
一
四
二
号
（
一

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
第
三
部
へ
の
収
録
が
予
定
さ

、

（

、

れ
て
い
た
五
篇
の
論
文
中

こ
れ
は
四
番
目
の
発
表
順
位
と
な
る

第
二
論
文

第
三
論
文
、
第
四
論
文
、
第
一
論
文
、
第
五
論
文
の
順
で
あ
る

。
な
お
発
表
の

）

際
に
論
文
の
末
尾
に
「
編
集
上
の
約
束
が
余
り
長
く
延
び
る
の
で
、
や
む
を
得

ず
未
熟
祖
本
な
、
そ
し
て
自
ら
も
今
で
は
（
考
へ
に
於
て
も
感
情
に
於
て
も
）

承
認
し
な
い
所
の
少
く
な
い
旧
稿
を
以
て
、
暫
く
そ
の
責
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
し

た
」
と
い
う
著
者
の
断
り
書
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
四

「
こ
れ
は
シ
ェ
リ
ン
グ
と
共
に
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
取
扱
っ
た
卒
業
論
文
の

）

一
部
で
、
こ
こ
に
は
シ
ェ
リ
ン
グ
に
関
す
る
部
分
か
ら
主
な
所
を
抜
い
て
載
せ

る
こ
と
に
し
た
。
篇
中
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
名
が
比
較
的
多
く
出
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る

『
哲
学
研
究
』
第
一
〇
四
号
、
三
七
頁

」

（
一
五

『
著
作
集
』
の
頁
数
で
数
え
る
と
卒
業
論
文
は
全
体
で
一
三
八
頁
に
な

）

る

そ
の
五
〇
頁
分

こ
れ
は
卒
業
論
文
の
全
十
三
節
中

四

十

十

。

、（

）
、（

）
、（

―

一

（
十
二
）
の
四
節
に
該
当
す
る

に
、
さ
ら
に
（
二

（
三
）
の
内
容

）
、

）
、

―

、

を
要
約
し
た
第
一
節

こ
れ
は
八
頁
に
な
る

が
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ

―

―

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
哲
学
研
究
』
掲
載
論
文
が
成
立
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
「
神
秘
思
想
史
」
は
『
著
作
集
』
に
お
い
て
は
一
五
二
頁
を
占
め

て
い
る
。

（
一
六
）
発
表
順
で
言
え
ば

『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
第
三
部
の
論
文
中
、

、

最
も
早
い
の
は
「

と

シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
一
哲
学
を

das
R
eale

das
Ideale

―

中
心
と
し
て
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
論
文
は
卒
業
論
文
の
一
部
で
あ
る
。
そ

の
限
り
に
お
い
て
卒
業
論
文
は
、
西
谷
の
「
哲
学
的
思
索
の
原
点
（
出
発
点
）

と
著
作
活
動
の
幕
開
き
を
告
げ
る
と
い
う
記
念
碑
的
な
意
味

（

西
谷
啓
治
著

」
『

作
集
』
第
十
三
巻
、
三
六
一
頁
）
を
持
つ
。

（

）

。

一
七

こ
れ
は
我
が
国
に
お
け
る
初
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
述
の
翻
訳
で
あ
る

な
お
我
が
国
最
初
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
西
田
の
夭

折
し
た
弟
子
の
一
人
で
あ
る
岡
本
春
彦
の
『
シ
ェ
リ
ン
グ
の
象
徴
思
想

（
一
九

』

一
八
（
大
正
七
）
年
、
肇
文
社
）
で
あ
る
。
岡
本
は
西
谷
と
面
識
は
な
い
は
ず

で
あ
る
が
、
八
木
誠
一
と
の
対
談
の
中
で
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
の
「
先
輩
」
と
し

て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
西
谷
啓
治
・
八
木
誠
一
『
直
接
経
験
―
西
洋
精
神
史
と



京都学派の哲学史的洞察／62

宗
教
』
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
、
二
八
頁

。）

（
一
八

「
田
邊
先
生
の
監
修
で

「
西
哲
叢
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
時
、
西
谷
さ

）

、

ん
も
編
集
に
参
加
さ
れ
た
は
ず
で
、
西
谷
さ
ん
は
自
発
的
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
担

当
さ
れ
た
。
そ
れ
は
き
っ
と
独
自
な
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
な
る
と
、
待
ち
か
ね
る
想

い
が
し
た
が
、
な
か
な
か
出
来
上
ら
ず
、
結
局
、
留
学
先
で
書
き
あ
げ
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
原
稿
用
紙
を
送
れ
と
の
お
達
し
で
、
原
稿
用
紙
は
送
ら
れ

、

。

」

た
が

結
局
一
枚
も
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

終
に
出
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た

『
下
村
寅
太
郎
著
作
集
』
第
十
三
巻
、
四
四
二
頁

（
一
九

「
私
が
西
田
先
生
に
習
つ
た
の
は
、
先
生
の
京
大
教
授
と
し
て
の
終
り

）

に
近
い
時
期
で
す

「
そ
の
頃
の
九
鬼
先
生

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
二
十
一

」

」

巻
、
一
〇
四
頁

（
二
〇

「
私
が
大
正
十
年
に
京
大
へ
入
學
し
た
時
は
、
田
邊
先
生
は
ま
だ
助
教

）

授
で
あ
つ
た
。
講
義
は
集
合
論
と
か
連
續
と
か
い
ふ
よ
う
な
數
理
哲
學
の
問
題

、

『

』

」

で

演
習
に
は

純
粋
理
性
批
判

の
分
析
論
の
と
こ
ろ
を
讀
ん
で
ゐ
ら
れ
た

「
田
邊
先
生
の
こ
と

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
二
十
一
巻
、
八
九
頁

」

（
二
一

「
戸
坂
潤
の
思
ひ
出

「
田
邊
先
生
の
こ
と

（

西
谷
啓
治
著
作
集
』

）

」

」
『

第
二
十
一
巻

「
京
都
感
想

（

同
』
第
二
十
巻

、
臼
井
二
尚
「
学
生
時
代
の

）
、

」
『

）

西
谷
君

（

同
』
第
二
巻
・
月
報
）
な
ど
を
参
照
。

」
『

（

）「

」（
『

』

）

二
二

わ
が
師
西
田
幾
多
郎
先
生
を
語
る

西
谷
啓
治
著
作
集

第
九
巻

の
中
に
、
西
谷
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
三
木
の
姿
は
、
登
場
回
数
は

少
な
い
も
の
の
、
不
思
議
に
い
ず
れ
も
印
象
深
い
。

（
二
三
）
藤
田
正
勝
、
ブ
レ
ッ
ト
・
デ
ー
ビ
ス
編
『
世
界
の
な
か
の
日
本
の
哲

学

（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
五
年

、

・

・
ハ
イ
ジ
ッ
ク
編
『
日
本
哲
学
の
国

』

）

J

W

際
性

（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

』

（
二
四
）
氷
見
潔
「
田
辺
元
「
種
の
論
理
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法

『
ド
イ
ツ
観

」

念
論
と
日
本
近
代

（

叢
書
ド
イ
ツ
観
念
論
と
の
対
話
」
第
六
巻
、
ミ
ネ
ル
ヴ

』
「

ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
）
所
収
、
七
四

七
五
頁

－

（
二
五
）
西
谷
の
み
を
扱
っ
て
い
る
論
集
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
る
。
上
田
閑

『

』（

、

）
、

照
編

情
意
に
お
け
る
空

西
谷
啓
治
先
生
追
悼

創
文
社

一
九
九
二
年

―

京
都
宗
教
哲
学
会
編
『
渓
聲
西
谷
啓
治
〈
下
〉
思
想
篇

（
燈
影
舎
、
一
九
九
三

』

年

。
ま
た
雑
誌
の
特
集
と
し
て
『
理
想

「
特
集
西
谷
啓
治
」
六
八
九
号
（
理

）

』

想
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
単
行
本
と
し
て
は
、
氣
多
雅
子
『
ニ
ヒ
リ
ズ

』（

、

）

。

、

ム
の
思
索

創
文
社

一
九
九
九
年

が
あ
る

な
お
こ
こ
で
は
以
上
に
留
め

完
全
な
文
献
表
は
論
文
末
に
付
載
す
る
。

（
二
六

「
初
期
の
論
文
は
難
解
が
定
評
だ
っ
た
。
卒
業
論
文
は
、
田
邊
先
生
も

）

「

」

」『

』

、

二
度
読
ま
れ
た
と
い
う

伝
説

が
あ
る

下
村
寅
太
郎
著
作
集

第
十
三
巻

四
四
二
頁

（
二
七
）
西
谷
の
卒
業
論
文
を
扱
っ
て
い
る
論
文
と
し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も

H
anaoka,

E
iko:

"T
he

P
roblem

of
E
vil

and

花
岡
永
子
の
論
文
が
あ
る
。

D
ifference.

A
R
eport

on
N
ishitani's

R
elationship

to
S
chelling",

in:

,
E
dited

by
Jason

M
.
W
irth,

Schelling
N

ow
.

C
ontem

porary
R

eadings

Indiana
U
niversity

P
ress

2005.

（
二
八

『
西
田
哲
学
会
年
報
』
第
七
号
、
二
〇
一
〇
年
所
収
。
ま
た
藤
田
に
は

）

同
一
の
主
旨
の
講
演
「
シ
ェ
リ
ン
グ
と
日
本
の
哲
学

（

シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』

」
『

第
十
七
号
、
日
本
シ
ェ
リ
ン
グ
協
会
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
二
九

「
我
々
の
採
る
べ
き
具
体
的
な
る
立
脚
地
と
な
る
も
の
は
、
実
在
と
観

）

念
、
自
然
と
意
識
、
非
合
理
性
と
合
理
性
、
暗
黒
と
光
明
、
と
の
内
面
的
二
元

性
を
含
む
と
こ
ろ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
的
観
念
実
在
論

に
外
な
ら
な

Idealrealism
us

。

」『

』

、

い

弁
証
法
は
そ
の
展
開
の
原
理
と
な
る
の
で
あ
る

田
邊
元
全
集

第
三
巻

二
三
三
頁

（
三
〇
）
藤
田
正
勝
「
西
田
・
田
辺
哲
学
と
シ
ェ
リ
ン
グ
」
六

七
頁

－
（
三
一

「
田
邊
先
生
の
こ
と

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
二
十
一
卷
、
九
〇
頁

）

」

（
三
二
）
シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
演
習
の
時
期
に
つ
い
て
藤
田
は
「
西
谷
が

卒
業
論
文
を
提
出
し
て
少
し
間
を
置
い
て
か
ら
の
こ
と
」
と
断
っ
て
い
る
。
し

か
し
西
谷
の
シ
ェ
リ
ン
グ
翻
訳
は
そ
の
前
年
す
な
わ
ち
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
六
月
の
出
版
で
あ
る
。
そ
の
序
に
お
い
て
西
谷
は
「
田
邊
先
生
か
ら
は
両
書
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の
初
版
を
拝
借
し
た
り
校
正
刷
の
一
部
を
見
て
頂
い
た
外
、
訳
す
る
最
初
か
ら

種
々
の
御
配
慮
に
あ
づ
か
っ
た
。
そ
の
外
に
訳
語
の
選
定
や
字
義
の
解
釈
に
至

る
ま
で
両
先
生
の
御
教
示
に
負
ふ
所
が
頗
る
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
こ
の
翻
訳
の
企
画
そ
の
も
の
に
田
邊
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
非
常

に
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
翻
訳
の
作
業
は
田
邊
に
よ
る
西
谷
の
卒
論
閲

読
か
ら
『
自
由
論
』
演
習
ま
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
三
）
藤
田
「
西
田
・
田
辺
哲
学
と
シ
ェ
リ
ン
グ

、
八

九
頁

」

－

（
三
四

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
一
巻
、
四
二
頁

）

（
三
五

「
コ
ー
ヘ
ン
の
純
粋
意
識

『
思
索
と
体
験
』
所
収
（

西
田
幾
多
郎
全

）

」

『

集
』
第
一
巻
、
三
七
四
頁
）
に
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
併
記
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
な
お
こ
の
論
文
は
西
谷
二
回
生
の
時
（
大
正
一
一
年
）

に
刊
行
さ
れ
た
増
訂
版
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
三
六
）
長
谷
正
當
「
自
覚
に
お
け
る
自
然

『
心
に
映
る
無
限

空
の
イ
マ

」

―

ー
ジ
ュ
化

（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年

、
一
一
四
頁

』

）

（
三
七

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
二
巻
、
三

四
頁
。
同
様
に
「
改
版
の
序
」

）

－

に
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

「
私
の
思
想
の
傾
向
は
「
善
の
研
究
」
以
来

。

既
に
定
ま
っ
て
ゐ
た
。
そ
の
頃
リ
ッ
ケ
ル
ト
な
ど
の
新
カ
ン
ト
学
派
を
研
究
す

、

。

る
に
及
ん
で

此
派
に
対
し
て
何
処
ま
で
も
自
己
の
立
場
を
維
持
せ
う
と
し
た

価
値
と
存
在
、
意
味
と
事
実
と
の
峻
別
に
対
し
て
、
直
観
と
反
省
と
の
内
的
結

合
た
る
自
覚
の
立
場
か
ら
両
者
の
総
合
統
一
を
企
て
た
。
そ
の
時
、
私
の
取
っ

た
立
場
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
事
行
に
近
き
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
れ
は
必
ず
し
も

フ
ィ
ヒ
テ
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
寧
ろ
具
体
的
経
験
の
自
発
自
展
と
云
ふ
如

。

、

。

き
も
の
で
あ
っ
た

そ
の
頃
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
読
ん
で

深
く
之
に
動
か
さ
れ
た

さ
ら
ば
と
云
っ
て
、
無
論
ベ
ル
グ
ソ
ン
で
も
な
い
。
最
後
の
立
場
と
し
て
絶
対

意
志
の
立
場
と
云
ふ
の
は
、
今
日
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
を
思
は
し
め
る
も

、

」『

』

、

の
で
も
あ
る
が

尚
そ
れ
に
至
ら
ざ
る
こ
と
遠
い
も
の
で
あ
る

同

第
二
巻

一
二
頁
。

（
三
八
）
長
谷
正
當
「
絶
対
自
由
意
志
と
象
徴
の
世
界

ベ
ル
ク
ソ
ン
か
ら

―

見
た
西
田
哲
学
の
位
置
づ
け

（

心
に
映
る
無
限
』
所
収

、
一
八
五
頁

」
『

）

（
三
九
）
菅
原
潤
も
ま
た
長
谷
と
同
様
に
、
主
題
の
組
合
せ
に
対
す
る
『
自
覚

に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
は
検
討
を

。

『

』（

、

）
、

要
す
る

菅
原
潤

昭
和
思
想
史
と
シ
ェ
リ
ン
グ

萌
書
房

二
〇
〇
八
年

第
八
章
「
反
近
代
の
思
想
」
一
四
九

一
五
一
頁
、
参
照
。

－

（
四
〇
）
長
谷
「
意
識
に
お
け
る
自
然

、
一
一
二
頁
。
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ベ
ル
ク

」

ソ
ン
（
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
）
の
思
想
的
類
縁
性
に
関

、

「

（

）
」

す
る
長
谷
の
見
解
に
つ
い
て
は

本
稿

一
・
三
・
三

主
題
を
め
ぐ
っ
て

二

を
参
照
。

（
四
一
）
長
谷
「
意
識
に
お
け
る
自
然

、
一
一
四
頁
。
な
お
こ
の
追
悼
文
は
新

」

聞
記
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
四
二
）
長
谷
「
意
識
に
お
け
る
自
然

、
一
〇
四
頁

」

（
四
三
）
長
谷
「
意
識
に
お
け
る
自
然

、
一
〇
七
頁

」

（
四
四
）
長
谷
正
當
「
西
谷
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第

」

二
十
五
卷
・
月
報

四
五

長
谷
は
デ
カ
ル
ト
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム

メ

（

）

（

ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
）
の
関
係
が
フ
ィ
ヒ
テ

に
対
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
関
係
に
平
行
す
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
谷

は
先
程
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
へ
の
立
場
の
移
行
を
、
西
田
と
の
関

係
に
お
い
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
関
係
を
、
今
度
は
デ
カ

ル
ト
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
間
に
も
見
出
す
の
で
あ
る
。
長

谷
「
意
識
に
お
け
る
自
然

、
一
一
〇

一
一
二
頁
。

」

－

（
四
六
）
長
谷
「
自
覚
に
お
け
る
自
然

、
一
一
三
頁

」

（
四
七
）
長
谷
「
自
覚
に
お
け
る
自
然

、
一
一
四

一
一
五
頁

」

－
（
四
八
）
長
谷
「
西
谷
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学
」

（
四
九
）
長
谷
「
西
谷
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学
」

（
五
〇
）
薗
田
坦
「
西
谷
先
生
と
哲
学
史

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
十
六
巻
・

」

月
報
。
ま
た
以
下
も
参
照
。
薗
田
坦
「
最
後
の
訪
問

『
創
文
』
三
一
九
号
、
一

」
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一

一
二
頁

「
こ
の
論
文
を
拝
読
し
て
私
が
何
よ
り
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
、

－

、

驚
か
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ば
こ
の
哲
学
的
処
女
作
の
う
ち
に
す
で
に
随
所
に
現

、

、

わ
れ
て
い
る

先
生
の
独
特
な
歴
史
的
洞
察
力
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
た
豊
富
な
哲
学
史
的
知
見
で
あ
っ
た

〔
中
略
〕
先
生
の
哲

。

学
的
思
索
の
根
源
性
、
独
創
性
に
と
っ
て
、
あ
の
独
自
な
歴
史
的
眼
差
し
と
い

っ
た
も
の
は
、
少
く
と
も
一
つ
の
重
要
な
、
し
か
も
先
生
に
固
有
な
契
機
な
の

で
は
な
い
か
と
、
私
は
最
近
ま
す
ま
す
強
く
感
じ
て
い
る

。」

（
五
一
）
こ
れ
に
対
し
て
長
谷
は
「
確
か
で
自
明
で
あ
っ
た
」
が
た
め
に
「
こ

と
さ
ら
考
察
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
か
っ
た

「
二
つ
の
哲
学
の

」

間
に
あ
る
繋
が
り
」
を
主
題
と
し
て
シ
ェ
リ
ン
グ
と
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
ス
ム
の
思
想
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。

（

）

「

」（『

』

）
、

五
二

上
田
閑
照

西
谷
啓
治
先
生
の
こ
と

情
意
に
お
け
る
空

所
収

三
三
一

三
三
二
頁

－

（
五
三

『
西
谷
啓
治
著
作
集
』
第
一
巻
「
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
」
所
収

）

（
五
四
）
薗
田
坦
「
解
説

（

神
秘
思
想
史
・
信
州
講
演

、
二
六
三

二
六

」
『

』
）

－

四
頁

（
五
五

「
神
秘
思
想
史
」
に
お
け
る
四
人
の
神
秘
思
想
家
の
組
合
せ
に
見
出
さ

）

れ
る
独
創
性
に
つ
い
て
は

福
谷
茂

哲
学
史

と
い
う
発
明

岩
波
講
座
・

、

「
〈

〉

」（
『

哲
学

哲
学
史
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年

「
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
展

）
、

14

望
」
の
「
西
谷
啓
治
「
神
秘
思
想
史

」
の
項
目
（
五
一

五
二
頁
）
を
参
照
さ

」

－

れ
た
い
。
そ
こ
で
福
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

「
西
谷
啓
治
（
一
九
〇
〇

。

九
〇
年
）
が
三
〇
歳
代
は
じ
め
に
世
に
問
う
た
本
編
が
奇
蹟
で
あ
る
ゆ
え
ん

－

は
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
と
内
容
の
豊
富
さ
に
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
秘
主
義
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
樹
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
系
譜
を
打
ち
出
し

え
た
と
い
う
点
に
存
す
る
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
か
ら
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
を
経
て
ベ
ー
メ
へ
と
い
う
系
譜
は
ま
っ
た
く
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ

っ
て
、
日
本
人
に
し
て
、
な
か
ん
ず
く
西
田
哲
学
を
身
に
つ
け
た
日
本
人
に
し

て
、
初
め
て
〈
観
る
〉
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
神
秘
思
想
史
が
書
か
れ
る
と
き
、
こ
の
四
人
を
並
べ
て
主
軸
と
す
る
と
い

。

、

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

女
神
ア
テ
ー
ナ
の
よ
う
に

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
完
全
武
装
で
現
れ
た
西
谷
の
神
秘
思
想
史
の
独
創
性
は
、

日
本
の
西
洋
哲
学
史
が
通
史
と
し
て
は
明
治
か
ら
今
日
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図

式
を
引
き
写
し
て
き
た
こ
と
と
鮮
や
か
な
対
比
を
な
し
て
い
る
。
歴
史
的
で
あ

っ
て
、
同
時
に
神
秘
主
義
の
四
類
型
を
網
羅
し
た
と
い
う
意
味
で
は
論
理
的
で

も
あ
る
こ
の
神
秘
思
想
史
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ほ
と
ん
ど
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
と
さ
え
い
え
よ
う

。
」
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Keiji Nishitani und seine Einsicht in die Philosophiegeschichte
Die Philosophie der Kyōto-Schule―

―und die Geschichte der Philosophie

Kouki ASANUMA

In seiner im Jahr 1924 geschriebenen Abschlussarbeit »Schellings absoluter
Idealismus und Bergsons reine Dauer« behandelt Keiji Nishitani (1900-1990)
vergleichend und aufeinander beziehend ausführlich diese beiden Philosophen. Es ist
sehr selten, dass man in einer Abhandlung auf das Verhältnis zwischen Schelling
und Bergson näher eingeht. Dies gilt nicht nur damals, sondern auch bis jetzt noch.
Die Abschlussarbeit Nishitanis ist ein solcher Sonderfall.

Der Hintergrund, der Nishitani diese Betrachtungsweise möglich macht, ist die
frühe Philosophie von Kitarō Nishida (1870-1945), unter deren Einfluss Nishitani
seine eigene Einsicht in die Philosophiegeschichte entwickelt hat. Erst in dieser
Einsicht stellt es sich deutlich dar, dass Schelling und Bergson in ihrer Denkart eine
starke Affinität zueinander haben, obwohl sich sie in einigen wichtigen Punkten
unterscheiden. Dabei wird die ganze europäische Philosophiegeschichte unter seinem
eigenen Gesichtspunkt betrachtet und dadurch werden neue Perspektiven auf das
Verhältnis beider Denker entworfen.

In dieser Arbeit will der Autor diesen Gesichtspunkt und diese Perspektiven
detailliert erläutern.


